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備 考

※平成29年4月
届出予定

記 入 欄

大阪府大阪市住之江区南港北１丁目２６番１６号

人

所　在　地
収容
定員

別記様式第２号（その１の１）

新 設 学 部 等 の 目 的

ガッコウホウジン モリノミヤイリョウガクエン

大 学 の 名 称

大学の収容定員に係る学則変更

森ノ宮医療大学　（Morinomiya University of Medical Sciences）

計 画 の 区 分

フ リ ガ ナ

学校法人 森ノ宮医療学園

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

基　本　計　画　書

設 置 者

大 学 本 部 の 位 置

本学は、「豊かな感性と高い倫理観に加え、チーム医療の実践に求められる幅広い
知識・高度な専門技術・コミュニケーション能力を有する専門職医療人を育成す
る。」を目的としている。このチーム医療の実践の強化を目指し、看護学科（入学
定員80名）、理学療法学科（入学定員60名）、鍼灸学科（入学定員60名）、臨床検
査学科（入学定員60名）、作業療法学科（入学定員40名）に加え、平成30年4月か
ら、臨床工学科（入学定員60名）を設置するとともに、既設の看護学科と理学療法
学科の入学定員をそれぞれ10名増とするために、収容定員を1,200名から1,520名に
増やす。

大 学 の 目 的

豊かな感性と高い倫理観に加え、チーム医療の実践に求められる幅広い知識・高度
な専門技術・コミュニケーション能力を有する専門職医療人を育成する。疾病の予
防と治療や健康の維持と増進に有用な科学的根拠を示し、現代医学と伝統医学の双
方を尊重した特色ある教育研究活動によって医学と医療の発展に寄与し、広く社会
に貢献する。これをもって、専門職業人養成と社会貢献の機能を果たす。

基 本 計 画

事 項

フ リ ガ ナ モリノミヤイリョウダイガク

修業
年限

開設時期及
び開設年次

学位又
は称号

入学
定員

大阪府大阪市住之江区
南港北1丁目26番16号

学士(臨床検
査学)

平成28年4月
第1年次

－

4 60
(0)

同上

280
(240)

学士(理学療
法学)

平成30年4月
第1年次

同上

編入学
定　員

　　年　月
第　年次

－

平成19年4月
第1年次

学士(鍼灸学)

－

240
(0)

学士(臨床工
学)

平成30年4月
第1年次

－ 1,520
(1,200)

　臨床工学科（60）（平成29年4月設置届出予定）

年次
人

240

同一設置者内における
変 更 状 況
（定員の移行，名称の
変 更 等 ）

大学院保健医療学研究科医療科学専攻博士後期課程（2）（平成29年3月認可申請）

保健医療学部

臨床検査学科 4 60 － 240

看護学科 4

－

4

90
(80)

－ 360
(320)

学士(看護学) 平成30年4月
第1年次

同上

同上

新
設
学
部
等
の
概
要

4 60

年 人

新 設 学 部 等 の 名 称

鍼灸学科

保健医療学部

40作業療法学科

計
380

(300)

理学療法学科 4 70
(60)

平成28年4月
第1年次

同上

160 学士(作業療
法学)

臨床工学科
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大学全体

大学全体

0 室

0　㎡

32,453.53 ㎡

点

視聴覚資料

273

（264）

0　㎡

 0  ㎡ 0  ㎡

（820）

19〔9〕

（22,186.82㎡）（　　　　　0　㎡）

〔うち外国書〕

室　　　数

1,254

（2）

（－）

（0）

（0）

（0） （0）

14 1

3

（3）（1）

0　㎡

483.12 ㎡

0

（107）

（－）

0　㎡

32,936.65 ㎡

32,453.53 ㎡

0　㎡

0　㎡

人

0

（0）

－ －－ － － －

（－）

14

2

（14）

27

（－） （－）

2 0

0 3

－

うち23室は共同
研究室

（11） （0） （31）

－ －

1 －

（－）

108

（1）

31

（32）

語学学習施設

60

情報処理学習施設

（253〔44〕）

（253〔44〕）

0　㎡

（1153）

0　㎡

点

41室

演習室

1,254

36室

32,453.53 ㎡

32,936.65 ㎡

261〔45〕

共　　用

0　㎡

0　㎡

22,186.82 ㎡

32,453.53 ㎡

0　㎡

483.12 ㎡

冊

計

区　　　分

（－）

専　　任

－

（0）

(24,660〔1,470〕)

36,260〔1,870〕

(24,660〔1,470〕)

19〔9〕

　　　　　　　理学療法学科

　　　　　　　看護学科
10

―　科目

人

助教

―　単位

（75）

保健医療学部　鍼灸学科

専任教員等

人

（6）

（23） （1）

（10） （5） （32）

教育
課程

―　科目

新設学部等の名称
講義

講師

―

人人

75

卒業要件単位数

人教

員

組

織

の

概

要

（3）

－

4

（4）

－

（2）

新

設

分

既

設
分

　　　　　　　臨床工学科

該当なし

　　　　　　　臨床検査学科
8

計
（－）（－）

53 14

（12） （3）

（12）

人

12 2

（53）

0

計

4

（8） （0）

－

3

（－）

准教授

実験・実習

―　科目 ―　科目

演習

学　部　等　の　名　称
教授 計 助手

開設する授業科目の総数

兼 任
教 員 等

標本

室

図 書 館 専 門 職 員

人

（0）

0

11 0

（9）

7 2 23 1

（13） （4）

計
36,260〔1870〕

18〔8〕

大学全体

教
員
以
外
の
職
員
の
概
要

教室等

校
　
　
地
　
　
等

校 舎 敷 地

運 動 場 用 地

講義室

（7）

計

新設学部等の名称

合 計

校　　　舎

小 計

そ の 他

専 任 教 員 研 究 室

図
書
・
設
備

種

図書

実験実習室

大学全体

電子ジャーナル

計

（2）（7）

12

（38）

38

（4）

人

（0）

38

（38）

計

273

0　㎡

共用する他の
学校等の専用

850

（13） （27）

（27）

共用する他の
学校等の専用

（18〔8〕）

261〔45〕

（264）

点

機械・器具

（補助職員 0 人）

850

（820） （1153）

（補助職員 0 人）

22,186.82㎡

1 室

事 務 職 員

そ の 他 の 職 員

技 術 職 員

新設学部等の名称

〔うち外国書〕〔うち外国書〕

0

計

（37）

0

（41）

7

専　　用

14室

37 4 41

専　　用

（　　　　　0　㎡）

学術雑誌

（22,186.82 ㎡）

0

職　　　種

9

合　　　　計

13 4

（0）

　　　　　　　作業療法学科
4 1 2

（4）

10

（13）（53）

27 108

（1） （2） （2） （9）

（14）

（107）

－ －

共　　用

14

（－）

53

（0）

45

（45）

4

（4）

0

人

兼　　任

1

0

（0）

（－） （－）

3306 2 23

（－） （－）

（－）（1）

（2） （23） （0） （33）

（33）

31

5 32

（3）

0 33
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36,000千円 36,000千円 36,000千円

第６年次

17,500千円

－ 千円 － 千円

図書費には電子
ジャーナル・
データベースの
整備費（運用コ
ストを含む）を
含む。

大学全体

106,000千円

倍年次
人

－

学生納付金以外の維持方法の概要

学生１人当り
納付金 1,830 千円

第１年次 第６年次

150
図書館

平成28年度

学士(臨床検査学) 1.20 平成28年度

12

閲覧座席数 収 納 可 能 冊 数

1.10 平成19年度

40 学士(作業療法学) 1.25

240

36,000千円

1027.17 ㎡

―
体育館

―

面積

17,500千円

学士(鍼灸学)

面積

17,500千円 17,500千円 17,500千円

第４年次第２年次

1284.1 ㎡

区　分 開設前年度 第１年次

体育館以外のスポーツ施設の概要

280千円 280千円

80,000

－ 千円 － 千円

9,000千円 9,000千円 9,000千円

280千円 280千円

設 備 購 入 費

収容
定員

附属施設の概要

既
設
大
学
等
の
状
況

修業
年限

編入学
定　員

2

学位又
は称号

入学
定員

開設
年度

定　員
超過率

6

学 部 等 の 名 称

年 人

森ノ宮医療大学

　保健医療学専攻

　理学療法学科

修士(保健医療学)

所　在　地

大 学 の 名 称

1,580 千円

第３年次

経費
の見
積り

－ 千円

経 費 の
見 積 り
及 び 維
持 方 法
の 概 要

私立大学等経常経費補助金、資産運用収入、雑収入等

－ 千円

教員１人当り研究費等

共 同 研 究 費 等

図 書 購 入 費

保健医療学部 1.14

　鍼灸学科 4 60 －

大阪府大阪市住之江
区南港北1丁目26番16
号

大学全体

－ 千円 － 千円

－ 千円 － 千円

第３年次 第５年次

9,000千円

名　　　称：森ノ宮医療大学附属施術所
目　　　的：鍼灸学科の学内臨床実習のため
所　在　地：大阪府大阪市住之江区南港北1丁目26番16号(森ノ宮医療大学内)
設置年月日：平成19年4月
規　模　等：床面積180㎡

4 60 － 240 学士(理学療法学) 1.15 平成19年度

　看護学科 4 80 － 320 学士(看護学) 1.11 平成23年度

40

－ 60　臨床検査学科 4 60

0.74 平成23年度

人

1,580 千円

第２年次

1,580 千円

第４年次 第５年次

保健医療学研究科

　作業療法学科 4 －



補足資料

学校法人森ノ宮医療学園　設置認可等に関わる組織の移行表

平成29年度
入学
定員

編入学
定員

収容
定員

平成30年度
入学
定員

編入学
定員

収容
定員

変更の事由

森ノ宮医療大学 森ノ宮医療大学
　保健医療学部 　保健医療学部　

鍼灸学科 60 ‐ 240 鍼灸学科 60 ‐ 240
理学療法学科 60 ‐ 240 → 理学療法学科 70 ‐ 280 定員変更（10 )
看護学科 80 ‐ 320 看護学科 90 ‐ 360 定員変更（10）
臨床検査学科 60 ‐ 240 臨床検査学科 60 ‐ 240
作業療法学科 40 ‐ 160 作業療法学科 40 ‐ 160

臨床工学科 60 ‐ 240 学科の設置（届出）

300 1200 380 1520

森ノ宮医療大学大学院 森ノ宮医療大学大学院
　保健医療学研究科 保健医療学研究科

保健医療学専攻（Ｍ） 6 ‐ 12 → 保健医療学専攻（Ｍ） 6 ‐ 12

医療科学専攻（Ｄ） 2 ‐ 6 専攻の設置（認可申請）

6 ‐ 12 8 ‐ 18

森ノ宮医療学園専門学校 森ノ宮医療学園専門学校
鍼灸学科 鍼灸学科
　　昼間部 120 ‐ 360 　　昼間部 120 ‐ 360
　　夜間部 30 ‐ 90 　　夜間部 30 ‐ 90
柔道整復学科 → 柔道整復学科
　　昼間部 90 ‐ 270 　　昼間部 90 ‐ 270
　　夜間部 30 ‐ 90 　　夜間部 30 ‐ 90

270 810 270 810

計

計 計

計

計 計



大阪市

コスモスクエア駅

地下鉄中央線

ＪＲ環状線

森ノ宮医療大学　府内における位置関係

森ノ宮医療大学

1



今回購入した土地

森ノ宮医療大学　最寄り駅からの距離、周辺地図

大阪市営地下鉄中央線　コスモスクエア駅より約 80m　徒歩 1 分

森ノ宮校地

森ノ宮医療大学

2



森ノ宮医療大学　校舎、運動場等の配置図

駐車場（校地面積に含めず）

赤枠内：校地面積参入部分

（駐車場は含めない）

森ノ宮医療大学の校地面積…32,453.53 ㎡

森ノ宮医療大学の校舎面積…22,186.82 ㎡

東棟西棟

南棟

全学が共用する校舎（一部、臨床工学科の専用部分を含む）

全学が共用する校舎（一部、看護学科の専用部分を含む）

全学が共用する校舎（一部、理学療法学科の専用部分を含む）

全学が共用する校舎

森ノ宮医療大学

森ノ宮医療大学　最寄り駅からの距離、周辺地図

大阪市営地下鉄中央線　コスモスクエア駅より約 80m　徒歩 1 分

大阪市営地下鉄中央線　緑橋駅より約 500m　徒歩 7 分

コスモ校地

森ノ宮校地

森ノ宮校地

コスモ校地

3



1-1 学則 
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森ノ宮医療大学 

 

 

学  則（案） 

 

 

 

第一章  

第二章  

第三章  

第四章  

第五章  

第六章  

第七章  

第八章  

第九章  

第十章  

 

第十一章  

第十二章  

第十三章  

第十四章  

第十五章  

第十六章  

 

目的 

自己点検評価及び第三者評価 

学部・学科等及び附属施設 

学年、学期及び休業日 

修業年限及び在学年限 

入学 

教育課程、履修方法等 

休学、復学、転学、退学及び除籍 

卒業及び学位 

科目等履修生、研究生、聴講生、特別聴

講生及び外国人留学生 

職員組織 

教授会、各種委員等 

入学検定料、入学料、授業料等 

賞罰 

大学開放及び生涯学習事業 

雑則 
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第一章 目的 

 

（目的） 

第１条 豊かな感性と高い倫理観に加え、チーム医療の実践に求められる幅広い知識・高度な専門技術・

コミュニケーション能力を有する専門職医療人を育成する。疾病の予防と治療や健康の維持と増進に

有用な科学的根拠を示し、現代医学と伝統医学の双方を尊重した特色ある教育研究活動によって医学

と医療の発展に寄与し、広く社会に貢献する。これをもって、専門職業人養成と社会貢献の機能を果

たす。 

 

 

第二章 自己点検評価及び第三者評価 

 

（自己点検評価及び第三者評価） 

第２条 本学は、教育水準の向上を図り、前条の目的を達成するため、文部科学大臣の定めるところに

より、教育･研究･組織･運営･施設及び設備の状況について、自己点検評価を行う。 

２ 自己点検評価に関する必要な事項は別に定める。 

３ 本学は前項の措置に加え、その教育研究等の総合的な状況について、政令で定める期間ごとに、文

部科学大臣の認証を受けた者（以下「認証評価機関」という。）による評価（以下「認証評価」とい

う。）を受けるものとする。 

４ 自己点検評価および第三者評価の結果を公表するものとする。 

 

（情報の積極的な公開） 

第３条 本学における教育研究活動等の状況について、刊行物への掲載その他広く周知を図ることがで

きる方法によって積極的にその情報を公開するものとする。 

 

 

第三章 学部・学科等及び附属施設 

 

（学部、学科、入学定員及び収容定員） 

第４条 本学に保健医療学部鍼灸学科、理学療法学科、看護学科、臨床検査学科、作業療法学科及び臨

床工学科を置く。 

２ 前項の学科の学生定員は、次のとおりとする。 

学部 学科 入学定員 収容定員 

保健医療学部 

鍼灸学科 
理学療法学科 
看護学科 
臨床検査学科 
作業療法学科 
臨床工学科 

60 
70 
90 
60 
40 
60 

240 
280 
360 
240 
160 
240 
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合計  380 1520 

３ 保健医療学部鍼灸学科に鍼灸コース及びスポーツ特修コースを置く。 

４ 鍼灸コースは、入学定員４０名、収容定員１６０名とし、スポーツ特修コースは、入学 

定員２０名、収容定員８０名とする。 

 

 （学部及び学科の目的） 

第４条の２ 保健医療学部は、大学の目的に則り、生命の尊厳を認識し、個々の人格を尊重できる寛容

性と社会的倫理観を備え、科学的根拠に基づく問題解決能力を有し、患者本位の医療を選択、実践し

得る指導的人材の育成を目的とする。 

２ 鍼灸学科鍼灸コースは、専門職医療人として、豊かな人間性、専門知識と専門技術を身につけた人

材の育成を目的とする。 

３ 鍼灸学科スポーツ特修コースは、鍼灸コースと同様の人間性や知識、技術を身につけることに加え、

保健体育に関する専門知識を修得し、実践的指導力を持つ人材の育成を目的とする。 

４  理学療法学科は、科学性を持ちつつ人に優しい理学療法と、チーム医療を創造的に実践できる確か

な専門知識と専門技術を身につけた人材の育成を目的とする。 

５  看護学科は、チーム医療とヒューマンケアリングを創造的に実践できる確かな専門知識と専門技術

ならびに医療人としての態度を身につけた人材の育成を目的とする。 

６ 臨床検査学科は、生命の尊さを深く認識し、医療人として高い倫理観と強い責任感を有し、誠実に

臨床検査を実践することができる確かな専門知識と専門技術を身につけた人材の育成を目的とする。 

７ 作業療法学科は、チーム医療とクライエント中心の作業療法を創造的に実践できる確かな専門知識

と専門技術を身につけた人材の育成を目的とする。 

８ 臨床工学科は、チーム医療における使命を理解し、臨床工学技士としての職責を自覚し、実践でき

る確かな専門知識と専門技術を身につけた人材の育成を目的とする。 

 

(大学院) 

第４条の３ 本学に大学院を置く。 

２ 大学院に関する規則は別に定める。 

 

(専攻科) 

第４条の４ 本学に次の専攻科を置く。 

（１） 助産学専攻科  

２ 専攻科に関する規則は別に定める。 

 

（附属施設） 

第５条 本学に次の附属施設を置く。 

（１） 附属図書館 

（２） 附属臨床実習施設 



1-1 学則 

4 
 

２ 前項の附属施設に関し必要な事項は別に定める。 

 

 

第四章 学年、学期及び休業日 

 

（学年） 

第６条 学年は４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

 

（学期） 

第７条 学年を次の２学期にわける。 

（１） 前期４月１日から９月３０日まで 

（２） 後期１０月１日から３月３１日まで 

 

（休業日） 

第８条 休業日は次のとおりとする。 

（１） 土曜日及び日曜日 

（２） 国民の祝日に関する法律に規定する休日 

（３） 春期休業日３月２１日から３月３１日まで 

（４） 夏期休業日８月１１日から９月３０日まで 

（５） 冬期休業日１２月２５日から１月７日まで 

２   学長は前項の規定に関わらず、特別の必要があると認めるときは、臨時に休業日を設け、又は休業

日を変更し、若しくは休業日に授業を行うことができる。 

 

 

第五章 修業年限及び在学年限 

 

（修業年限） 

第９条 本学の修業年限は４年とする。 

 

（在学年限） 

第１０条 学生は８年を超えて在学することはできない。ただし、第１６条、第１７条、第１８条の規

定により入学した学生は、第１９条の規定により定められた在学すべき年数の２倍に相当する期間を

超えて在学することができない。 

 

 

第六章 入学 
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（入学の時期） 

第１１条 入学の時期は学年の始めとする。 

２ ただし、第１６条、第１７条、第１８条の規定により入学する場合及び特別の必要があり、かつ、

教育上支障がないと認められる場合は、学期の始めとする。 

 

（入学資格） 

第１２条 本学に入学することができる者は、次の各号の一つに該当する者とする。 

（１） 高等学校を卒業した者 

（２） 通常の課程による１２年の学校教育を修了した者又は通常の課程以外の課程により、これに該

当する学校教育を修了した者 

（３） 外国において、学校教育における１２年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部科学大

臣の指定した者 

（４） 文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の当該

課程を修了した者 

（５） 文部科学大臣の指定した者 

（６） 高等学校卒業程度認定試験規則により文部科学大臣の行う高等学校卒業程度認定試験に合格し

た者 

（７） 前各号に定める者の他、相当の年齢に達し、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると

学長が認めた者 

 

（入学の出願） 

第１３条 本学に入学を志願する者は、本学指定の期日までに、入学願書に入学検定料を添えて学長に

提出しなければならない。 

 

（入学者の選考） 

第１４条 前条の入学志願者については、別に定めるところにより、選考を行う。 

 

（入学手続き及び入学許可） 

第１５条 前条の選考の結果に基づき合格の通知を受けた者は、所定の期日までに、本学所定の書類を

提出するとともに、所定の入学料及び学納金を納付しなければならない。 

２ 学長は、前項の入学手続きを完了した者に入学を許可する。 

 

（編入学） 

第１６条 学長は、編入学を志望するものがあるときは、定員に欠員のある場合に限り、選考の上、相

当年次に編入学を許可することができる。 

２ 本学に入学することができる者は、次の各号の一つに該当する者とする。 

（１） 大学及び短期大学の課程を卒業した者か、卒業見込みの者 
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（２） 高等専門学校の課程を卒業した者か、卒業見込みの者 

（３） 学校教育法第八十二条第十項に定める専修学校を卒業した者か、卒業見込みの者 

 

（転入学） 

第１７条 学長は、他の大学に在籍しているもので、本学への転入学を志願する者があるときは、定員

に欠員のある場合に限り、選考の上、相当年次に入学を許可することができる。 

 

（再入学） 

第１８条 学長は、再入学を志願する者があるときは、定員に欠員のある場合に限り、選考の上、相当

年次に入学を許可することができる。 

 

（編入学等の場合の取扱い） 

第１９条 第１６条、第１７条、第１８条の規定により入学を許可された者が既に修得した授業科目及

びその単位数の取扱い、履修すべき授業科目並びに在学すべき年数については、教授会の意見を聴き、

学長が決定する。 

 

 

第七章 教育課程、履修方法等 

 

（教育課程） 

第２０条 本学の教育課程は、各授業科目を必修科目及び選択科目に分け、これを各年次に配当して編

成するものとする。 

２ 鍼灸学科鍼灸コースの授業科目の種類及び単位数等は別表第１のとおりとする。 

３ 鍼灸学科スポーツ特修コースの授業科目の種類及び単位数等は別表第２のとおりとする。 

４ 理学療法学科の授業科目の種類及び単位数等は別表第３のとおりとする。 

５ 看護学科の授業科目の種類及び単位数等は別表第４のとおりとする。 

６ 臨床検査学科の授業科目の種類及び単位数等は別表第５のとおりとする。 

７ 作業療法学科の授業科目の種類及び単位数等は別表第６のとおりとする。 

８ 臨床工学科の授業科目の種類及び単位数等は別表第７のとおりとする。 

 

第２１条 授業は、講義、演習、実習のいずれかにより又はこれらの併用により行うものとする。 

 

第２２条 本学は、授業の内容及び方法の改善を図るための組織的な研修及び研究を実施するものとす

る。 

 

 

（単位の計算方法） 
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第２３条 各授業科目の単位数は、１単位の授業科目を４５時間の学修を必要とする内容をもって構成

することを標準とし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に必要な学修等を考

慮して、次の基準により計算するものとする。 

（１） 講義及び演習については、１５時間から３０時間の授業をもって１単位とする。 

（２） 実習については３０時間から４５時間の授業をもって１単位とする。 

 

（１年間の授業期間） 

第２４条 １年間の授業を行う期間は、定期試験等の期間を含め３５週とすることを原則とする。 

 

（単位の授与） 

第２５条 授業科目を履修し、その試験に合格した者に、担当の教員は所定の単位を与える。 

２ 前項の試験は、当該授業科目を履修した者でなければ、受けることができない。 

 

（成績の評価） 

第２６条 成績の評価は、優、良、可及び不可の４段階をもって表示し、優、良及び可を合格とする。 

 

（試験の種類） 

第２７条 各授業科目の試験は、定期試験、追試験、再試験及び臨時試験等とする。 

 

（入学前及び在学時における他大学等での既修得単位等の認定） 

第２８条 学長は教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する前に大学等で履修した授業科目に

ついて修得した単位（大学等で科目等履修生として修得した単位を含む）を、該当する授業科目を本

学において履修及び修得したものと見なし、単位を与えることができる。 

２ 学長は教育上有益と認めるときは、あらかじめ他の大学等と協議の上、学生が授業科目を履修する

ことを認め、その履修した授業科目について修得した単位は本学における授業科目の履修により修得

したものとみなすことができる。 

３ 前二項により修得したものとみなし、又は与えることのできる単位数は、第１６条の編入学、第１

７条の転入学等の場合を除き、本学において修得した単位以外のものについては、６０単位を超えな

いものとする。 

 

（教職に関する免許） 

第２８条の２ 本学の学部学科において取得できる教育職員の免許状の種類及び教科免許は、次のとお

りとする。 

 

 

学部 学科等 免許状の種類 教科の種類 
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保健医療学部 鍼灸学科スポーツ特修コース 
中学校教諭一種免許状 

高等学校教諭一種免許状 

保健体育 

保健体育 

保健医療学部 看護学科 養護教諭一種免許状 養護 

 

２ 前項の免許の資格を得たい者は、第２５条に基づく単位修得のほか、別表第２の鍼灸学科スポーツ

特修コースの教育課程及び別表第４の看護学科の教育課程及び別表第８の教職に関する科目のうちか

ら、所定の単位を修得しなければならない。 

３ 前項の所定の単位の修得に関し必要な事項は別に定める。 

 

 

第八章 休学、復学、転学、退学及び除籍 

 

（休学）  

第２９条 疾病その他やむを得ない事情により３ヶ月以上修学することができない者は、学長の許可を

得て休学することができる。 

２ 休学の期間は１年を超えることができない。ただし、特別の事由がある場合において、学長の許可

を得たときは、この限りでない。 

３ 休学の期間は通算して４年を超えることはできない。 

４ 休学の期間は第１０条に規定する在学年限に算入しない。 

 

（復学） 

第３０条 休学期間中にその理由が消滅した場合は、学長の許可を得て復学することができる。 

 

（転学） 

第３１条 本学への在学期間中、他の大学等への入学又は転入学を志願しようとする者は、学長の許可

を受けなければならない。 

 

（退学） 

第３２条 退学しようとするものは、学長の許可を受けなければならない。 

 

（除籍） 

第３３条 次の各号に該当する者は、学長が除籍することができる。 

（１） 第１０条の規定により定められた在学年限を超えた者 

（２） 第２９条の規定により定められた休学期間を超えて、なお復学することができない者 
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（３） 授業料を納入しない者 

（４） 死亡した者又は長期間にわたり行方不明の者 

２ 前項（３）により除籍となった者が、所定の期日内に学費を納付した場合、復籍を認めることがあ

る。 

 

 

第九章 卒業及び学位 

 

（卒業） 

第３４条 本学に４年（第１６条、第１７条、第１８条の規定により入学したものについては、第１９

条の規定により定められた在学すべき年数）以上在学し、所定の授業科目を履修し、単位を修得した

者については、教授会の意見を聴き、学長が卒業を認定する。 

２ 学長は、前項の卒業を認定した者に対して、卒業証書を授与する。 

 

（学位の授与） 

第３５条 学長は、第３４条１項により卒業を認定した者に次の学位を授与する。 

 

学部 学科 学位 

保健医療学部 

鍼灸学科 

理学療法学科 

看護学科 

臨床検査学科 

作業療法学科 

臨床工学科 

学士（鍼灸学） 

学士（理学療法学） 

学士（看護学） 

学士（臨床検査学） 

学士（作業療法学） 

学士（臨床工学） 

 

 

第十章 科目等履修生、研究生、聴講生、特別聴講生及び外国人留学生 

 

（科目等履修生） 

第３６条 本学において、一又は複数の授業科目の履修を希望する者があるときは、学長は選考の上、

科目等履修生として履修を許可することができる。 

 

（研究生） 

第３７条 本学において、特定の専門事項について研究することを志願する者があるときは、学長は選

考の上、入学を許可することができる。 

２ 研究生となることを志願することができる者は大学を卒業した者又はこれと同等以上の能力がある

と学長が認めた者とする。 

 

（聴講生） 
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第３８条 本学において、特定の授業科目について聴講を志願するものがあるときは、学長は選考の上、

入学を許可することができる。 

 

（特別聴講生） 

第３８条の２ 他の大学又は短期大学（外国の大学又は短期大学を含む。以下この条において同じ）の学

生で、本学において授業科目を履修することを志願する者があるときは、当該他の大学又は短期大学

との協議に基づき、学長は、特別聴講生として入学を許可することができる。 

 

（外国人留学生） 

第３９条 外国人で、本学に入学を志願する者があるときは、学長は選考の上、外国人留学生として入

学を許可することができる。 

 

 

第十一章 職員組織 

 

（職員） 

第４０条 本学に、学長、教授、准教授、講師、助教、助手、事務職員、技術職員及びその他の必要な

職員を置く。 

２ 学長が必要と認めた場合には副学長を置くことができる。 

 

（各組織の長） 

第４１条 本学に、学長のほか、事務局長、研究科長、学部長、専攻科長、学科長、附属臨床実習施設

長、及び附属図書館長等を置く。 

 

（学長等の職務） 

第４２条 学長は本学の校務をつかさどり、所属職員を統督する。 

２ 事務局長は、本学の事務を掌理し、所属職員を指揮監督する。 

３ 研究科長は、本学の教授をもって充て、大学院の教育研究及び学生の福利厚生に関する事項を掌理

する。 

４ 専攻科長は、本学の教授をもって充て、専攻科の教育研究及び学生の福利厚生に関する事項を掌理

する。  

５ 学部長は、本学の教授をもって充て、保健医療学部の教育研究及び学生の福利厚生に関する事項を

掌理する。 

６ 学科長は、各学科の教授をもって充て、学部長の命を受け、各学科の運営に関する連絡調整を行う。 

７ 附属臨床実習施設長は、本学の教授をもって充て、附属臨床実習の活動に関する事項を掌理する。  

８ 附属図書館長は、本学の教職員をもって充て、附属図書館に関する事項を掌理する。 
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第十二章 教授会、各種委員等 

 

（教授会） 

第４３条 本学の学生の入学、卒業及び課程の修了、学位授与その他教育研究に関する重要な事項を審

議するため、教授会を置く。 

２ 教授会は、学長等の求めに応じ、意見を述べることができる。 

３ 教授会は理事長、法人本部長、学長、副学長、教授、准教授、講師及び事務局長をもって組織する。 

 

（専門委員会） 

第４４条 本学に、専門事項を審議する専門委員会を置く。 

２ 専門委員会は学長の付託を受け専門事項を審議する。 

３ 専門委員会に関し、必要な事項は別に定める。 

 

 

第十三章 入学検定料、入学料、授業料等 

 

（授業料等の金額） 

第４５条 本学の入学検定料、入学料、授業料、教育充実費の納入額は別表第９のとおりとする。 

 

（授業料等の納付） 

第４６条 本学の学生の授業料等は４月１日から９月３０日までを前期、１０月１日から翌年３月３１

日までを後期とし、その年額の２分の１に相当する額を、学長が指定した日までに納付しなければな

らない。 

２ 経済的事由により授業料等の納付が困難であって、学業優秀と認められた者その他やむを得ない事

情があると認められた者については、授業料等の全部若しくは一部の納付を免除し、又はその徴収を

猶予することができる。 

３ 第２９条により休学を認められた学生の学納金は、各学期の授業料の５分の１とする。 

 

 

第十四章 賞罰 

 

（表彰） 

第４７条 学長は、表彰に値する行為があった学生を表彰することができる。 
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（懲戒） 

第４８条 学長は、本学の学則その他学生に関する諸規定に違反し、又は学生としての本分に反する行

為をした者に対して、懲戒することができる。 

２ 前項の懲戒の種類は、退学、停学及び訓告とする。 

３ 前項の退学は、次の各号のいずれかに該当する者に対して行うことができる。 

（１） 性行不良で改善の見込みがないと認められる者 

（２） 学業を怠り卒業の見込みがないと認められる者 

（３） 正当な理由がなくて出席が常でない者 

（４） 本学の秩序を乱し、その他学生としての本分に著しく反した者 

 

 

第十五章 大学開放及び生涯学習事業 

（大学開放） 

第４９条 本学は、教育研究上の支障のない限りにおいて、その教育研究施設及び設備を積極的に開放

する。 

 

（生涯学習事業） 

第５０条 本学は、地域社会の発展に寄与するため、生涯学習事業をとおして本学の教育研究資源の地

域社会への還元に積極的に努めるものとする。 

 

 

第十六章 雑則 

 

（雑則） 

第５１条 この学則に定めるもののほか、この学則の施行に関し必要な事項は学長が別に定める。 
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附 則 

１ この学則は平成１９年４月１日から施行する。ただし、第１２条、第１３条、第１４条、第１５条、

第４５条、第４６条の規定は、文部科学大臣が本学の設置を認可した日より施行する。 

２ 第４条第２項適用にあたって、同条中の収容定員については、次表に掲げる年度の人数に読み替え

るものとする。 

年度 1年次 2年次 3年次 4年次 収容定員 

平成19年度 120人    120人 

平成20年度 120人 120人   240人 

平成21年度 120人 120人 120人  360人 

平成22年度 120人 120人 120人 120人 480人 

３ この学則は平成２３年４月１日から施行する。 

４ 第４条第２項適用にあたって、同条中の収容定員については、次表に掲げる年度の人数に読み替え

るものとする。 

年度 1年次 2年次 3年次 4年次 収容定員 

平成23年度 200人 120人 120人 120人 560人 

平成24年度 200人 200人 120人 120人 640人 

平成25年度 200人 200人 200人 120人 720人 

平成26年度 200人 200人 200人 200人 800人 

５ 平成２３年３月３１日に在学する者については、従前の規定を適用する。 

６ この学則は平成２４年４月１日から施行する。ただし、平成２４年３月３１日に在学する者につい

ては、従前の規定を適用する。 

７ この学則は平成２５年４月１日から施行する。 

８ この学則は平成２７年４月１日から施行する。 

９ 第４条第２項適用にあたって、同条中の収容定員については、次表に掲げる年度の人数に読み替え

るものとする。 

年度 1年次 2年次 3年次 4年次 収容定員 

平成28年度 300人 200人 200人 200人 900人 

平成29年度 300人 300人 200人 200人 1000人 

平成30年度 300人 300人 300人 200人 1100人 

平成31年度 300人 300人 300人 300人 1200人 

 

１０ この学則は平成２８年４月１日から施行する。ただし、平成２８年３月３１日に在学する者につ

いては、従前の規定を適用する。 

１１ この学則は平成２９年４月１日から施行する。ただし、平成２９年３月３１日に在学する者につ

いては、従前の規定を適用する。 

１２ この学則は平成３０年４月１日から施行する。 
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１３ 第４条第２項適用にあたって、同条中の収容定員については、次表に掲げる年度の人数に読み替

えるものとする。 

年度 1年次 2年次 3年次 4年次 収容定員 

平成30年度 380人 300人 300人 200人 1180人 

平成31年度 380人 380人 300人 300人 1360人 

平成32年度 380人 380人 380人 300人 1440人 

平成33年度 380人 380人 380人 380人 1520人 
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別表第1

基礎ゼミナール 2 鍼灸安全学 1

生物学 2 臨床鍼灸学 1

物理学 2 運動機能検査法 2

情報処理 2 現代医学系鍼灸学Ⅰ（整形外科系） 2

心理学 2 現代医学系鍼灸学Ⅱ（内科系） 1

生命倫理学 2 東洋医学系検査法 2

哲学・宗教学 2 東洋医学各論Ⅰ 1

社会福祉学 2 東洋医学各論Ⅱ 1

日本国憲法 2

統計学 2

英語Ⅰ(初級) 2

英語Ⅱ(中級) 2

医学英語Ⅰ 2 基礎鍼実技Ⅰ 1

医学英語Ⅱ 2 基礎鍼実技Ⅱ 1

英会話Ⅰ 2 基礎灸実技Ⅰ 1

英会話Ⅱ 2 基礎灸実技Ⅱ 1

スポーツ健康科学演習 2 現代医学系鍼灸学実習Ⅰ 1

健康科学(スポーツ社会学を含む) 2 現代医学系鍼灸学実習Ⅱ 1

東洋思想史 2 現代医学系鍼灸応用実習 1

チーム医療とコミュニケーション 2 東洋医学系鍼灸実習Ⅰ 1

生化学 2 東洋医学系鍼灸実習Ⅱ 1

健康管理学Ⅰ 2 東洋医学系鍼灸応用実習 1

健康管理学Ⅱ 2 附属施術所見学実習 1

栄養学 2 附属施術所基礎実習 2

身体運動科学 2 附属施術所応用実習 2

漢方医学概論 2 学外見学実習Ⅰ 1

統合医療概論 2 学外見学実習Ⅱ 1

解剖学Ⅰ（骨・筋） 4 臨床灸実習 1

解剖学Ⅱ（神経） 2 特殊鍼灸治療学（刺絡・通電等） 1

解剖学Ⅲ（内臓・脈管） 2 応用鍼灸治療学Ⅰ（スポーツ総論） 1

生理学Ⅰ（動物生理学） 2 応用鍼灸治療学Ⅱ（スポーツ各論） 1

生理学Ⅱ（植物生理学） 2 応用鍼灸治療学Ⅲ（小児・婦人科） 1

生理学Ⅲ（応用生理学） 2
応用鍼灸治療学Ⅳ（外科・麻酔科・泌尿器
科・耳鼻科・眼科）

1

人体形態機能学演習 2 応用鍼灸治療学Ⅴ（内科） 1

運動学 2 応用鍼灸治療学Ⅵ（リハビリ・老年） 1

病理学 2 応用鍼灸治療学Ⅶ（物理療法） 1

病理学演習 2 応用鍼灸治療学Ⅷ（美容・未病） 1

整形外科学 2 介護学概論 1

内科学Ⅰ 2 ケアマネジメント 1

内科学Ⅱ 2 老年ケア演習 1

臨床医学各論Ⅰ（脳神経外科・心療内科） 2 漢方医学各論 1

臨床医学各論Ⅱ（各科） 2 キャリアデザイン 1

臨床医学各論Ⅲ（各科） 2 鍼灸のための理学療法学・看護学 1

臨床医学各論Ⅳ（外科・麻酔科） 2 鍼灸総合演習Ⅰ 4

スポーツ医学 2 鍼灸総合演習Ⅱ 4

リハビリテーション医学 2 鍼灸総合演習Ⅲ 4

画像診断学 2 保健医療研究 2

卒業研究 2

スポーツ実習Ⅰ体つくり運動 1

スポーツ傷害学・栄養学 2

運動生理機能学演習 2

トレーニング科学演習Ⅰ（レジスタンスエ
クササイズ1）

1

トレーニング科学演習Ⅱ(エアロビックダ
ンス・ウォーキング・ジョギング）

1

経絡経穴学Ⅰ 1
トレーニング科学演習Ⅲ（レジスタンスエ
クササイズ2・水中運動）

1

経絡経穴学Ⅱ 1 トレーニング科学演習Ⅳ(指導実習） 1

経穴局所解剖演習Ⅰ 1 スポーツ実習Ⅴ（ダンス） 1

経穴局所解剖演習Ⅱ 1 スポーツ実習Ⅶ（水泳） 1

鍼灸科学概論 1 124

東洋医学概論Ⅰ 1

東洋医学概論Ⅱ 1

鍼灸学科　鍼灸コース　教育課程

区分

科
学
的
思
考

人
間
理
解
と
社
会

語
学

保
健
医
療

授業科目

2

マーケティング入門 2

臨
床
は
り
き
ゅ

う
学

社
会
は
り

き
ゅ

う
学

関係法規・経営論

単
位
数

区分 授業科目
単
位
数

総
合
領
域

基
礎
は
り
き
ゅ

う
学

学
科
専
門
科
目
群

専
門
科
目

学
科
専
門
科
目
群

専
門
科
目

卒業要件（最低必要単位数）

実
習

2

専
門
基
礎
科
目

人
体
の
構
造
と
機
能

疾
病
の
成
り
立
ち
、

そ
の
予
防
及
び

回
復
の
促
進
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健
医
療
福
祉
と

は
り
及
び
き
ゅ

う
の
理
念

衛生学公衆衛生学

教
養
科
目
群

学
部
共
通
科
目
群
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別表第2

基礎ゼミナール 2 基礎鍼実技Ⅰ 1

生物学 2 基礎鍼実技Ⅱ 1

物理学 2 基礎灸実技Ⅰ 1

情報処理 2 基礎灸実技Ⅱ 1

心理学 2 現代医学系鍼灸学実習Ⅰ 1

生命倫理学 2 現代医学系鍼灸学実習Ⅱ 1

哲学・宗教学 2 現代医学系鍼灸応用実習 1

社会福祉学 2 東洋医学系鍼灸実習Ⅰ 1

日本国憲法 2 東洋医学系鍼灸実習Ⅱ 1

統計学 2 東洋医学系鍼灸応用実習 1

英語Ⅰ(初級) 2 附属施術所見学実習 1

英語Ⅱ(中級) 2 附属施術所基礎実習 2

医学英語Ⅰ 2 附属施術所応用実習 2

医学英語Ⅱ 2 学外見学実習Ⅰ 1

英会話Ⅰ 2 学外見学実習Ⅱ 1

英会話Ⅱ 2 臨床灸実習 1

スポーツ健康科学演習 2 特殊鍼灸治療学（刺絡・通電等） 1

健康科学(スポーツ社会学を含む) 2 応用鍼灸治療学Ⅰ（スポーツ総論） 1

東洋思想史 2 応用鍼灸治療学Ⅱ（スポーツ各論） 1

チーム医療とコミュニケーション 2 応用鍼灸治療学Ⅲ（小児・婦人科） 1

生化学 2
応用鍼灸治療学Ⅳ（外科・麻酔科・泌尿
器科・耳鼻科・眼科）

1

健康管理学Ⅰ 2 応用鍼灸治療学Ⅴ（内科） 1

健康管理学Ⅱ 2 応用鍼灸治療学Ⅵ（リハビリ・老年） 1

栄養学 2 応用鍼灸治療学Ⅶ（物理療法） 1

身体運動科学 2 応用鍼灸治療学Ⅷ（美容・未病） 1

漢方医学概論 2 介護学概論 1

統合医療概論 2 ケアマネジメント 1

解剖学Ⅰ（骨・筋） 4 老年ケア演習 1

解剖学Ⅱ（神経） 2 漢方医学各論 1

解剖学Ⅲ（内臓・脈管） 2 キャリアデザイン 1

生理学Ⅰ（動物生理学） 2 鍼灸のための理学療法学・看護学 1

生理学Ⅱ（植物生理学） 2 鍼灸総合演習Ⅰ 4

生理学Ⅲ（応用生理学） 2 鍼灸総合演習Ⅱ 4

人体形態機能学演習 2 鍼灸総合演習Ⅲ 4

運動学 2 保健医療研究 2

病理学 2 卒業研究 2

病理学演習 2 学校保健（小児保健・精神保健） 2

整形外科学 2 学校保健(学校安全・救急処置) 2

内科学Ⅰ 2 スポーツ心理学 2

内科学Ⅱ 2 スポーツ実習Ⅰ体つくり運動 1

臨床医学各論Ⅰ（脳神経外科・心療内科） 2 スポーツ実習Ⅷ生涯スポーツ 1

臨床医学各論Ⅱ（各科） 2 スポーツバイオメカニクス　 2

臨床医学各論Ⅲ（各科） 2 スポーツ傷害学・栄養学 2

臨床医学各論Ⅳ（外科・麻酔科） 2 体力トレーニング論　 2

スポーツ医学 2 運動生理学 2

リハビリテーション医学 2 運動生理機能学演習 2

画像診断学 2
トレーニング科学演習Ⅰ（レジスタンス
エクササイズ1）

1

トレーニング科学演習Ⅱ(エアロビックダン
ス・ウォーキング・ジョギング）

1

トレーニング科学演習Ⅲ（レジスタンス
エクササイズ2・水中運動）

1

トレーニング科学演習Ⅳ(指導実習） 1

スポーツ実習Ⅱサッカー 1

スポーツ実習Ⅲ陸上競技 1

スポーツ実習Ⅳ柔道 1

経絡経穴学Ⅰ 1 スポーツ実習Ⅴダンス 1

経絡経穴学Ⅱ 1 スポーツ実習Ⅵ器械運動 1

経穴局所解剖演習Ⅰ 1 スポーツ実習Ⅶ水泳 1

経穴局所解剖演習Ⅱ 1 体育原理 2

鍼灸科学概論 1 140

東洋医学概論Ⅰ 1

東洋医学概論Ⅱ 1

鍼灸安全学 1

臨床鍼灸学 1

運動機能検査法 2

現代医学系鍼灸学Ⅰ（整形外科系） 2

現代医学系鍼灸学Ⅱ（内科系） 1

東洋医学系検査法 2

東洋医学各論Ⅰ 1

東洋医学各論Ⅱ 1

鍼灸学科　スポーツ特修コース　教育課程
単
位
数

人
体
の
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造
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機
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社
会
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学
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健
医
療
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数
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群

学
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目
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2

2
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門
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2
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別表第3

基礎ゼミナール 2 理学療法セミナーⅠ 1

物理学 2 理学療法セミナーⅡ 1

生物学 2 理学療法セミナーⅢ 1

情報処理 2 医療関係法規論 2

心理学 2 理学療法触診法 1

生命倫理学 2 理学療法評価学総論 1

哲学・宗教学 2 理学療法評価学各論 2

社会福祉学 2 臨床理学療法評価学Ⅰ 1

日本国憲法 2 臨床理学療法評価学Ⅱ 1

統計学 2 臨床理学療法評価学Ⅲ 1

英語Ⅰ(初級) 2 基礎日常生活活動学 2

英語Ⅱ(中級) 2 基礎運動療法学総論 2

医学英語Ⅰ 2 基礎運動療法学各論 1

医学英語Ⅱ 2 物理療法学 2

英会話Ⅰ 2 運動器系理学療法学 2

英会話Ⅱ 2 運動器系理学療法学技術論 1

スポーツ健康科学演習 2 神経系理学療法学 2

健康科学(スポーツ社会学を含む) 2 神経系理学療法学技術論 1

東洋思想史 2 内科系理学療法学 2

生化学 2 内科系理学療法学技術論 1

健康管理学Ⅰ 2 義肢装具学 1

健康管理学Ⅱ 2 理学療法特論Ⅰ 2

チーム医療とコミュニケーション 2 理学療法特論Ⅱ 2

栄養学 2 地域理学療法学 1

身体運動科学 2 生活環境論 1

漢方医学概論 2 発達障害理学療法学 1

統合医療概論 2 老年期理学療法学 1

人体の構造演習(運動器) 2 卒業研究Ⅰ 2

人体の構造Ⅰ（循環・内臓） 2 卒業研究Ⅱ 2

人体の構造Ⅱ(神経系) 2 臨床見学実習 1

人体の構造実習　 1 臨床評価実習 3

人体の機能Ⅰ(動物性機能) 2 臨床総合実習Ⅰ 8

人体の機能Ⅱ(植物性機能) 2 臨床総合実習Ⅱ 8

基礎運動学 2 124

臨床運動学 1

リハビリテーション概論 2

公衆衛生学 1

病理学 2

内科学Ⅰ 2

内科学Ⅱ 2

救急処置法 1

脳神経外科学 1

整形外科学 1

小児科学（人間発達学） 1

精神医学 1

臨床心理学 1

リハビリテーション医学 1

老年医学 1

作業療法・芸術療法論 2

言語聴覚療法、摂食・嚥下障害学 2

理学療法のための看護学・鍼灸学 1

介護学概論・ボランティア活動論 2

スポーツ医学 2

テーピング技術論 1

理学療法学科　教育課程

区分 授業科目
単
位
数

学
科
専
門
科
目
群

専
門
基
礎
科
目

人
体
の
構
造
と
機
能
及
び

心
身
の
発
達

疾
病
と
障
害
の
成
り
立
ち
及
び
回
復
過
程
の
促
進

卒業要件（最低必要単位数）

教
養
科
目
群

科
学
的
思
考

人
間
理
解
と
社
会

語
学

学
部
共
通
科
目
群

保
健
医
療

単
位
数

授業科目区分

卒
業

研
究

臨
床
実
習

学
科
専
門
科
目
群

専
門
科
目

基
礎
理
学
療
法

学

理
学
療
法
評
価
学

理
学
療
法
治
療
学

地
域
理
学
療

法
学
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別表第4

基礎ゼミナール 2 看護学概論 1

物理学 2 看護理論 2

生物学 2 生活援助論Ⅰ 2

化学 2 生活援助論Ⅱ 2

情報処理 2 診療援助論Ⅰ 2

統計学 2 診療援助論Ⅱ 2

心理学 2 看護過程演習 1

生命倫理学 2 基礎看護学実習Ⅰ 1

哲学 2 基礎看護学実習Ⅱ 2

社会福祉学 2 成人看護学概論 2

日本国憲法 2 成人看護援助論Ⅰ 1

東洋史概説 2 成人看護援助論Ⅱ 1

西洋史概説 2 成人看護援助論Ⅲ 1

英語Ⅰ(初級) 2 成人看護援助論Ⅳ 1

英語Ⅱ(中級) 2 老年看護学概論 2

英会話Ⅰ 2 老年看護援助論Ⅰ 1

医学英語 2 老年看護援助論Ⅱ 1

基礎英語演習 2 母性看護学概論 2

応用英語演習 2 母性看護援助論Ⅰ 1

スポーツ健康科学演習 2 母性看護援助論Ⅱ 1

健康科学(スポーツ社会学を含む) 2 小児看護学概論 2

健康管理学Ⅰ 2 小児看護援助論Ⅰ 1

健康管理学Ⅱ 2 小児看護援助論Ⅱ 1

チーム医療とコミュニケーション 2 精神看護学概論 2

栄養学 2 精神看護援助論Ⅰ 1

身体運動科学 2 精神看護援助論Ⅱ 1

東洋医療概論 2 成人看護学実習Ⅰ（急性） 3

統合医療概論 2 成人看護学実習Ⅱ（慢性） 3

IPW論 1 老年看護学実習Ⅰ 3

形態機能学Ⅰ 1 老年看護学実習Ⅱ 1

形態機能学Ⅱ 1 母性看護学実習 2

形態機能学Ⅲ 1 小児看護学実習 2

形態機能学Ⅳ 1 精神看護学実習 2

フィジカルアセスメント 2 在宅看護概論 2

生化学 2 在宅看護援助論Ⅰ 1

発達心理学 2 在宅看護援助論Ⅱ 1

微生物学 1 外来看護論 1

病理学 1 健康教育論 2

臨床薬理学 1 家族看護学 1

臨床病態学Ⅰ 1 看護管理論 1

臨床病態学Ⅱ 1 災害・国際看護論 1

臨床病態学Ⅲ 1 養護概説 2

臨床病態学Ⅳ 1 学校保健 2

臨床病態学Ⅴ 1 健康相談活動論 2

臨床心理学 2 公衆衛生看護学概論 2

医療概論 1 公衆衛生看護学演習 2

公衆衛生学 2 公衆衛生看護活動論Ⅰ 2

看護関係法規 2 公衆衛生看護活動論Ⅱ 2

保健統計学 2 公衆衛生看護活動論Ⅲ 2

疫学 2 公衆衛生看護活動論Ⅳ 2

公衆衛生看護管理論 2

保健医療福祉行政論 2

在宅看護論実習 2

公衆衛生看護学実習 4

主題実習Ⅰ 2

主題実習Ⅱ 1

看護研究 1

卒業研究 2

臨床看護学セミナーⅠ 2

臨床看護学セミナーⅡ 2

公衆衛生看護セミナー 1

臨床看護技術セミナー 1

124卒業要件（最低必要単位数）

看
護
の
統
合
と
実
践
Ⅰ

公
衆
衛
生
看
護
学

臨
地
実
習

卒
業

研
究

疾
病
の
成
り
立
ち
と
回
復
の
促
進

健
康
支
援
と
社
会

保
障
制
度

統
合
分
野

在
宅
看
護

論

教
養
科
目
群

科
学
的
思
考

学
科
専
門
科
目
群

専
門
分
野
Ⅰ

基
礎
看
護
学

人
間
理
解
と
社
会

看
護
の
統
合
と

実
践
Ⅱ

老
年
看
護

学

母
性
看
護

学

小
児
看
護

学

精
神
看
護

学

臨
地
実
習

臨
地

実
習

専
門
分
野
Ⅱ

成
人
看
護
学

語
学

看護学科教育課程

区分 授業科目
単
位
数

区分 授業科目
単
位
数

保
健
医
療

学
部
共
通
科
目
群

人
体
の
構
造
と
機
能

専
門
基
礎
分
野

学
科
専
門
科
目
群
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別表第5

基礎ゼミナール 2 臨床病態学Ⅰ 2

物理学 2 臨床病態学Ⅱ 2

生物学 2 血液検査学Ⅰ 2

情報処理 2 血液検査学Ⅱ 2

心理学 2 血液検査学実習 1

生命倫理学 2 病理検査学 2

哲学・宗教学 2 病理検査学実習 1

社会福祉学 2 一般検査学 1

日本国憲法 2 臨床化学検査学Ⅰ 2

統計学 2 臨床化学検査学Ⅱ 2

英語Ⅰ（初級） 2 臨床化学検査学実習 1

英語Ⅱ（中級） 2 放射性同位元素検査学 1

医学英語Ⅰ 2 遺伝子検査学 2

医学英語Ⅱ 2 遺伝子検査学実習 1

英会話Ⅰ 2 バイオテクノロジー演習 1

英会話Ⅱ 2 微生物検査学Ⅰ 2

スポーツ健康科学演習 2 微生物検査学Ⅱ 2

健康科学（スポーツ社会学を含む） 2 微生物検査学実習 1

東洋思想史 2 寄生虫検査学 1

生化学 2 免疫検査学Ⅰ 2

健康管理学Ⅰ 2 免疫検査学Ⅱ 2

健康管理学Ⅱ 2 免疫検査学実習 1

チーム医療とコミュニケーション 2 輸血・移植検査学 2

栄養学 2 輸血・移植検査学実習 1

身体運動科学 2 生理機能検査学Ⅰ 2

漢方医学概論 2 生理機能検査学Ⅱ 2

統合医療概論 2 生理機能検査学Ⅲ 2

人体の構造Ⅰ 2 生理機能検査学実習 1

人体の構造Ⅱ 2 画像検査学 2

人体の構造実習 1 超音波検査学Ⅰ 1

人体の機能Ⅰ 2 超音波検査学Ⅱ 1

人体の機能Ⅱ 2 検査総合管理学 2

生化学各論 2 医療情報科学 2

生化学実習 1 関係法規 1

分析化学 2

小児医学 2

老年医学 2 臨床薬理学 2

救急災害医学 2 食品衛生学 1

薬理学 2 食品関係法規 1

リハビリテーション概論 2 総合演習Ⅰ 2

臨床検査学総論 2 総合演習Ⅱ 2

検査技術科学序論 2 総合演習Ⅲ 2

病理学 2 卒業研究Ⅰ 2

医学概論 2 卒業研究Ⅱ 2

公衆衛生学 2
臨
地

実
習

臨地実習 7

IPW論 1 125

医用工学概論 2

医用工学実習 1

医
療
工
学

病
因
・
生
体
防
御
検
査
学

人
体
の
構
造
と
機
能

検
査
総
合

管
理
学

医
学
検
査
の
基
礎
と

そ
の
疾
病
と
の
関
連

医
療
安

全
管
理

学 医療安全管理学 1

総
合
領
域

卒
業
研
究

卒業要件（最低必要単位数）

専
門
科
目

教
養
科
目
群

科
学
的
思
考

臨
床
病

態
学

形
態
検
査
学

人
間
理
解
と
社
会

生
物
化
学
分
析
検
査
学

語
学

学
科
専
門
科
目
群

学
部
共
通
科
目
群

保
健
医
療

生
理
機
能
検
査
学

学
科
専
門
科
目
群

専
門
基
礎
科
目

保
健
医
療
福
祉
と

医
学
検
査

区分 授業科目
単
位
数

区分

臨床検査学科　教育課程

単
位
数

授業科目
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別表第6

基礎ゼミナール 2 基礎作業学 2

物理学 2 作業科学入門 2

生物学 2 作業療法概論 2

情報処理 2 作業療法評価学総論 2

心理学 2 身体障害作業療法評価学 2

生命倫理学 2 精神障害作業療法評価学 1

哲学・宗教学 2 発達障害作業療法評価学 1

社会福祉学 2 高次脳機能障害作業療法評価学 1

日本国憲法 2 日常生活活動学 2

統計学 2 身体障害作業療法治療学総論 2

英語Ⅰ（初級） 2 精神障害作業療法治療学総論 2

英語Ⅱ（中級） 2 老年期障害作業療法治療学総論 2

医学英語Ⅰ 2 発達障害作業療法治療学総論 2

医学英語Ⅱ 2 身体障害作業療法治療学各論 2

英会話Ⅰ 2 精神障害作業療法治療学各論 2

英会話Ⅱ 2 発達障害作業療法治療学各論 1

スポーツ健康科学演習 2 老年期障害療法作業治療学各論 1

健康科学（スポーツ社会学を含む） 2 義肢装具学 1

東洋思想史 2 作業療法特論Ⅰ 1

生化学 2 作業療法特論Ⅱ 1

健康管理学Ⅰ 2 身体障害作業療法治療学演習 1

健康管理学Ⅱ 2 精神障害作業療法治療学演習 1

チーム医療とコミュニケーション 2 老年期障害作業療法治療学演習 1

栄養学 2 発達障害作業療法治療学演習 1

身体運動科学 2 地域作業療法学 2

漢方医学概論 2 生活環境論 1

統合医療概論 2 障害者地域生活支援論 1

人体の構造演習(運動器) 2 卒業研究Ⅰ 2

人体の構造Ⅰ（循環・内臓） 2 卒業研究Ⅱ（身体障害） 2

人体の構造Ⅱ(神経系) 2 卒業研究Ⅱ（精神障害） 2

人体の構造実習　 1 卒業研究Ⅱ（老年期障害・地域） 2

人体の機能Ⅰ(動物性機能) 2 卒業研究Ⅱ（発達障害) 2

人体の機能Ⅱ(植物性機能) 2 臨地見学実習 1

基礎運動学 2 臨床検査実習 2

臨床運動学 1 臨床評価実習 4

リハビリテーション概論 1 臨床総合実習 16

公衆衛生学 2 126

病理学 2

内科学Ⅰ 2

内科学Ⅱ 2

救急処置法 2

脳神経外科学 2

整形外科学 2

小児科学（人間発達学） 2

精神医学 2

精神医学各論 2

臨床心理学 2

老年医学 1

リハビリテーション医学 1

医療関係法規論 2

理学療法概論 1

芸術療法論 1

言語聴覚療法、摂食・嚥下障害学 2

介護学概論・ボランティア活動論 2

スポーツ医学 2

漢方医学各論 2

東洋医学概論Ⅰ 1

東洋医学概論Ⅱ 1

IPW論 1

学
部
共
通
科
目
群

保
健
医
療

地
域
作
業

療
法
学

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目

基
礎
作
業

療
法
学

作
業
療
法

評
価
学

人
間
理
解
と
社
会

作
業
療
法
治
療
学

語
学

作業療法学科教育課程

単
位
数

授業科目

学
科
専
門
科
目
群

人
体
の
構
造
と
機
能
及
び
心

身
の
発
達

卒
業

研
究

区分 授業科目
単
位
数

区分

臨
床
実
習

卒業要件（最低必要単位数）

疾
病
と
障
害
の
成
り
立
ち
及
び
回
復
過
程
の
促
進

教
養
科
目
群

科
学
的
思
考

学
科
専
門
科
目
群
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別表第7

基礎ゼミナール 2 生体物性工学 2

物理学 2 生体材料工学 2

生物学 2 バイオメカニクス 2

化学 2 バイオレオロジー 1

情報処理 2 計測工学 1

統計学 2 生体情報処理工学 2

心理学 2 医用機器学概論 2

生命倫理学 2 生体計測装置学 2

哲学 2 生体計測装置学実習 1

社会福祉学 2 医用治療機器学 2

日本国憲法 2 医用治療機器学実習 1

東洋史概説 2 画像診断装置学 2

西洋史概説 2 医用監視システム装置学 2

英語Ⅰ（初級） 2 体外循環装置学 1

英語Ⅱ（中級） 2 体外循環療法学 2

英会話 2 体外循環実習 1

医学英語 2 血液浄化装置学 1

基礎英語演習 2 血液浄化療法学 2

応用英語演習 2 血液浄化実習 1

スポーツ健康科学演習 2 人工呼吸装置学 1

健康科学（スポーツ社会学を含む） 2 人工呼吸療法学 2

健康管理学Ⅰ 2 人工呼吸実習 1

健康管理学Ⅱ 2 人体機能補助装置学 1

チーム医療とコミュニケーション 2 人体機能補助療法学 2

栄養学 2 人体機能補助実習 1

身体運動科学 2 医用機器安全管理学 2

東洋医療概論 2 医用機器安全管理学実習 1

統合医療概論 2 関係法規 2

IPW論 1 臨床医学総論（内科学・外科学） 2

医学概論 1 内科学各論（循環器・呼吸器・腎・感染症） 2

公衆衛生学 2
外科学各論（循環器・呼吸器・泌尿
器・麻酔・集中治療学）

2

人体の構造Ⅰ 2 臨床医学演習 1

人体の構造Ⅱ 1
臨
床

実
習

臨床実習 4

人体の機能Ⅰ 2 医用生体工学特講 1

人体の機能Ⅱ 1 医用機器学特講 1

生化学 2 生体機能代行技術特講 1

病理学 2 関連臨床医学特講 1

免疫学 2 基礎工学特講 1

薬理学 2 先進科学技術論 1

看護学概論 1 先進計測技術学 1

基礎医学実習 1 先進治療技術学 1

医用工学 2 機能評価分析学 1

数学演習 1 機能評価学演習 1

応用数学 2 医療情報システム学 1

応用物理学 1 医療情報システム学演習 1

応用化学 1 医用ロボット工学 1

電気工学Ⅰ 2 遺伝子検査学 1

電気工学Ⅱ 2 先進科学技術演習 1

電気工学実習 1 卒業研究Ⅰ 2

電子工学Ⅰ 2 卒業研究Ⅱ 2

電子工学Ⅱ 2 124

電子工学実習 1

放射線工学概論 1

情報処理工学 2

医療統計学 2

システム制御工学 2

情報処理・システム制御工学実習 1

教
養
科
目
群

科
学
的
思
考

人
間
理
解
と
社
会

語
学

臨床工学科　教育課程

区分 授業科目
単
位
数

区分 授業科目
単
位
数

医
用
生
体
工
学

医
用
機
器
学

生
体
機
能
代
行
装
置
学

専
門
科
目

学
部
共
通
科
目
群

保
健
医
療

学
科
専
門
科
目
群

専
門
基
礎
科
目

人
体
の
構
造

及
び
機
能

臨
床
工
学
に
必
要
な

医
学
的
基
礎

臨
床
工
学
に
必
要
な
理
工
学
的
基
礎

臨
床
工
学
に
必
要
な
医

療
情
報
技
術
と
シ
ス
テ

ム
工
学
の
基
礎

専
門
特
講

先
進
科
学
技
術

卒
業

研
究

研
究
分
野

学
科
専
門
科
目
群

卒業要件（最低必要単位数）

医
用
安
全

管
理
学

関
連
臨
床
医
学

臨
床
工
学

技
術
特
講
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別表第8

教職に関する科目　教育課程

教職論 2

教育原理 2

教育心理学 2

教育行政学 2

教育課程論 2

保健体育科教育法Ⅰ 2

保健体育科教育法Ⅱ 2

保健体育科教育法Ⅲ 2

保健体育科教育法Ⅳ 2

道徳教育論 2

特別活動論 2

教育方法論 2

生徒指導論 2

生徒指導論(養護教諭） 2

教育相談の基礎と方法 2

教育実習事前事後指導 1

教育実習Ⅰ 2

教育実習Ⅱ 2

養護実習(事前事後指導含む） 5

教職実践演習（中・高） 2

教職実践演習（養護教諭） 2

区分 授業科目
単
位
数

教
職
に
関
す
る
科
目
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別表第9
(単位：円)

学部名

学科名

１年次 250,000 900,000 680,000 1,830,000

保健医療学部 ２年次 900,000 680,000 1,580,000

鍼灸学科 ３年次 900,000 680,000 1,580,000

４年次 900,000 680,000 1,580,000

１年次 250,000 900,000 680,000 1,830,000

保健医療学部 ２年次 900,000 680,000 1,580,000

理学療法学科 ３年次 900,000 680,000 1,580,000

４年次 900,000 680,000 1,580,000

１年次 250,000 900,000 680,000 1,830,000

保健医療学部 ２年次 900,000 680,000 1,580,000

看護学科 ３年次 900,000 680,000 1,580,000

４年次 900,000 680,000 1,580,000

１年次 250,000 900,000 680,000 1,830,000

保健医療学部 ２年次 900,000 680,000 1,580,000

臨床検査学科 ３年次 900,000 680,000 1,580,000

４年次 900,000 680,000 1,580,000

１年次 250,000 900,000 680,000 1,830,000

保健医療学部 ２年次 900,000 680,000 1,580,000

作業療法学科 ３年次 900,000 680,000 1,580,000

４年次 900,000 680,000 1,580,000

１年次 250,000 900,000 680,000 1,830,000

保健医療学部 ２年次 900,000 680,000 1,580,000

臨床工学科 ３年次 900,000 680,000 1,580,000

４年次 900,000 680,000 1,580,000

30,000

入学検定料学　年 入学料 授業料 教育充実費 合計

30,000

30,000

30,000

30,000

30,000
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変更事項を記載した書類 

 
○変更時期 

平成３０年４月１日 

 

○変更事由 

・平成３０年度から保健医療学部に臨床工学科を新設し、さらに理学療法学科と看護学

科の入学定員を１０名ずつ増やすことに伴い、学則の条文と別表を修正しました。 

・平成３０年度から大学の目的と各学科の目的を変更することに伴い、学則の条文を修

正しました。 

 

○変更点 

 ・第１条の、大学の目的を修正 

 ・第４条の１の入学定員及び収容定員の、理学療法学科と看護学科の数字を修正し、臨

床工学科の項目を追加 

 ・第４条の２の、各学科の目的を修正 

 ・第２０条、第３５条、別表９に、臨床工学科に関する記述を追加 

 ・第２８条の２、第４５条、別表７、別表８の、別表番号のずれを修正 

 ・附則を追加 

 ・別表７として、臨床工学科の教育課程を追加 
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森ノ宮医療大学学則　改定　新旧比較対照表 （下線が変更箇所）

　旧 新

（目的）
第１条　幅広い知識と高度な専門技術を有し、チーム医療の
実践に求められる豊かな感性と高い倫理観を備えた専門職医
療人を育成する。疾病の予防と治療や健康の維持と増進に有
用な科学的根拠を示し、現代医学と伝統医学の双方を尊重し
た特色ある教育研究活動によって医学と医療の発展に寄与
し、広く社会に貢献する。これをもって、専門職業人養成と
社会貢献の機能を果たす。

（目的）
第１条　豊かな感性と高い倫理観に加え、チーム医療の実践に求
められる幅広い知識・高度な専門技術・コミュニケーション能力
を有する専門職医療人を育成する。疾病の予防と治療や健康の維
持と増進に有用な科学的根拠を示し、現代医学と伝統医学の双方
を尊重した特色ある教育研究活動によって医学と医療の発展に寄
与し、広く社会に貢献する。これをもって、専門職業人養成と社
会貢献の機能を果たす。

（学部、学科、入学定員及び収容定員）
第４条　本学に保健医療学部鍼灸学科、理学療法学科、看護
学科、臨床検査学科及び、作業療法学科を置く。
２　前項の学科の学生定員は、次のとおりとする。

（学部、学科、入学定員及び収容定員）
第４条　本学に保健医療学部鍼灸学科、理学療法学科、看護学
科、臨床検査学科、作業療法学科及び臨床工学科を置く。
２　前項の学科の学生定員は、次のとおりとする。

入学定員 収容定員

保健医療
学部

鍼灸学科 60 240

保健医療
学部

鍼灸学科 60 240

学部 学科 入学定員 収容定員 学部 学科

看護学科 80 320 看護学科 90 360

理学療法学科 60 240 理学療法学科 70 280

作業療法学科 40 160 作業療法学科 40 160

臨床検査学科 60 240 臨床検査学科 60 240

240

合計 380 1520

 （学部及び学科の目的）
第４条の２　保健医療学部は、大学の目的に則り、生命の尊
厳を認識し、個々の人格を尊重できる寛容性と社会的倫理観
を備え、科学的根拠に基づく問題解決能力を有し、患者本位
の医療を選択、実践し得る指導的人材の育成を目的とする。
２　鍼灸学科鍼灸コースは、豊かな人間性と幅広い知識や技
術、それに基づく適正な判断力を身につけた指導的立場に立
ち得る鍼灸師を育成することを目的とする。
３　鍼灸学科スポーツ特修コースは、前項の資格を有すると
ともに、保健体育に関する専門的知識を修得し、実践的指導
力を持つ人材の養成を目的とする。
４  理学療法学科は、人間性を重視し、協調性をもってリハ
ビリテーションチームの一員として活躍できる理学療法士を
育成することを目的とする。
５  看護学科は、地域社会で生活する人間を深く理解し、豊
かな知識と確かな技術に裏づけられたヒューマンケアリング
を創造的に実践するための基礎力を養うとともに、豊かな教
養を身につけた看護師、保健師を育成することを目的とす
る。
６　臨床検査学科は、医療を行う上で強い倫理観と幅広い教
養、豊かな人間性を持ち、医療現場で即戦力として活躍でき
る実践的かつ高度な専門技術と幅広い知識を備えた上で、臨
床検査の知識や技術を生かして医学・医療の進歩に貢献でき
る人材を育成することを目的とする。
７　作業療法学科は、命の尊さや人としての尊厳を大切にす
る感性と、チーム医療の一員として必要なコミュニケーショ
ン能力を備え、クライエントが必要とする意味ある作業を捉
えた上で、すべての人の健康に貢献するリハビリテーション
の専門職を養成することを目的とする。
８　臨床工学科は、医学及び工学の幅広い専門的知識並びに
最先端の診断・治療技術を修得し、医療従事者としての自覚
及び倫理観をもち、患者との間に良好な信頼関係を樹立でき
る能力を身につけた、より質の高い医療を提供できる臨床工
学技士を育成することを目的とする。

（学部及び学科の目的）
第４条の２　保健医療学部は、大学の目的に則り、生命の尊厳を
認識し、個々の人格を尊重できる寛容性と社会的倫理観を備え、
科学的根拠に基づく問題解決能力を有し、患者本位の医療を選
択、実践し得る指導的人材の育成を目的とする。
２　鍼灸学科鍼灸コースは、専門職医療人として、豊かな人間
性、専門知識と専門技術を身につけた人材の育成を目的とする。
３　鍼灸学科スポーツ特修コースは、鍼灸コースと同様の人間性
や知識、技術を身につけることに加え、保健体育に関する専門知
識を修得し、実践的指導力を持つ人材の育成を目的とする。
４  理学療法学科は、科学性を持ちつつ人に優しい理学療法と、
チーム医療を創造的に実践できる確かな専門知識と専門技術を身
につけた人材の育成を目的とする。
５  看護学科は、チーム医療とヒューマンケアリングを創造的に
実践できる確かな専門知識と専門技術ならびに医療人としての態
度を身につけた人材の育成を目的とする。
６　臨床検査学科は、生命の尊さを深く認識し、医療人として高
い倫理観と強い責任感を有し、誠実に臨床検査を実践することが
できる確かな専門知識と専門技術を身につけた人材の育成を目的
とする。
７　作業療法学科は、チーム医療とクライエント中心の作業療法
を創造的に実践できる確かな専門知識と専門技術を身につけた人
材の育成を目的とする。
８　臨床工学科は、チーム医療における使命を理解し、臨床工学
技士としての職責を自覚し、実践できる確かな専門知識と専門技
術を身につけた人材の育成を目的とする。

合計 300 1200 臨床工学科 60
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　旧 新

学部 学科 学位 学部 学科 学位

（教育課程）
第２０条
追加

（教育課程）
第２０条
８　臨床工学科の授業科目の種類及び単位数等は別表第７のとお
りとする。

（教職に関する免許）
第２８条の２
２　前項の免許の資格を得たい者は、第２５条に基づく単位
修得のほか、別表第２の鍼灸学科スポーツ特修コースの教育
課程及び別表第４の看護学科の教育課程及び別表第７の教職
に関する科目のうちから、所定の単位を修得しなければなら
ない。

（教職に関する免許）
第２８条の２
２　前項の免許の資格を得たい者は、第２５条に基づく単位修得
のほか、別表第２の鍼灸学科スポーツ特修コースの教育課程及び
別表第４の看護学科の教育課程及び別表第８の教職に関する科目
のうちから、所定の単位を修得しなければならない。

（学位の授与）
第３５条

（学位の授与）
第３５条

看護学科 学士（看護学） 看護学科 学士（看護学）

臨床検査学科 学士（臨床検査学） 臨床検査学科 学士（臨床検査学）

保健医療
学部

鍼灸学科 学士（鍼灸学）

保健医療
学部

鍼灸学科 学士（鍼灸学）

理学療法学科 学士（理学療法学） 理学療法学科 学士（理学療法学）

作業療法学科 学士（作業療法学） 作業療法学科 学士（作業療法学）

臨床工学科 学士（臨床工学）

第４５条　本学の入学検定料、入学料、授業料、教育充実費
の納入額は別表第８のとおりとする。

第４５条　本学の入学検定料、入学料、授業料、教育充実費の納
入額は別表第９のとおりとする。

附　則
追加

附　則
１２　この学則は平成３０年４月１日から施行する。
１３　第４条第２項適用にあたって、同条中の収容定員について
は、次表に掲げる年度の人数に読み替えるものとする。

年度 1年次 2年次 3年次 4年次
収容
定員

平成31年
度

380人 380人 300人 300人 1360人

平成30年
度

380人 300人 300人 200人 1180人

平成33年
度

380人 380人 380人 380人 1520人

平成32年
度

380人 380人 380人 300人 1440人
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　旧 新

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

1

2

2

1

2

1

生命倫理学

東洋医療概論

別表第7
臨床工学科を追加

別表第7
臨床工学科　教育課程

区分 授業科目
単
位

数

教
養
科
目
群

科
学
的
思
考

基礎ゼミナール

物理学

生物学

西洋史概説

語
学

英語Ⅰ（初級）

英語Ⅱ（中級）

英会話

医学英語

基礎英語演習

応用英語演習

化学

情報処理

統計学

人
間
理
解
と
社
会

心理学

哲学

社会福祉学

日本国憲法

東洋史概説

統合医療概論

IPW論

学
科
専
門
科
目
群

専
門
基
礎
科
目

人
体
の
構
造

及
び
機
能

医学概論

公衆衛生学

人体の構造Ⅰ

人体の構造Ⅱ

人体の機能Ⅰ

学
部
共
通
科
目
群

保
健
医
療

スポーツ健康科学演習

健康科学（スポーツ社会学を
含む）

健康管理学Ⅰ

健康管理学Ⅱ

チーム医療とコミュニケーション

栄養学

身体運動科学

人体の機能Ⅱ
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　旧 新

2

2

2

2

1

1

2

1

2

1

1

2

2

1

2

2

1

1

2

2

2

1

2

2

2

1

1

2

2

2

1

2

1

2

2

1

2

1

1

2

1

1

2

1

1

2

1

2

1

2

応用化学

画像診断装置学

学
科
専
門
科
目
群

専
門
基
礎
科
目

臨
床
工
学
に
必
要
な

医
学
的
基
礎

生化学

病理学

免疫学

薬理学

看護学概論

基礎医学実習

電子工学Ⅱ

電子工学実習

放射線工学概論

臨
床
工
学
に
必
要
な
医
療
情
報
技
術
と
シ

ス
テ
ム
工
学
の
基
礎

情報処理工学

医療統計学

システム制御工学

情報処理・システム制御工学
実習

臨
床
工
学
に
必
要
な
理
工
学
的
基
礎

医用工学

数学演習

応用数学

応用物理学

電気工学Ⅰ

電気工学Ⅱ

電気工学実習

電子工学Ⅰ

医用機器学概論

生体計測装置学

生体計測装置学実習

医用治療機器学

医用治療機器学実習

体外循環装置学

体外循環療法学

体外循環実習

血液浄化装置学

血液浄化療法学

血液浄化実習

人工呼吸装置学

人工呼吸療法学

人工呼吸実習

人体機能補助装置学

人体機能補助療法学

人体機能補助実習

医
用
安
全
管

理
学

医用機器安全管理学

医用機器安全管理学実習

関係法規

学
科
専
門
科
目
群

専
門
科
目

医
用
生
体
工
学

生体物性工学

生体材料工学

バイオメカニクス

バイオレオロジー

計測工学

生体情報処理工学

医
用
機
器
学

医用監視システム装置学

生
体
機
能
代
行
装
置
学
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　旧 新

2

2

2

1

臨
床
実
習

4

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

2

124

臨
床
工
学

技
術
特
講

卒
業

研
究

卒業研究Ⅰ

卒業研究Ⅱ

卒業要件（最低必要単位数）

医用生体工学特講

医用機器学特講

生体機能代行技術特講

関連臨床医学特講

別表第7
別表第8

別表第8
別表第9

機能評価分析学

機能評価学演習

医療情報システム学

医療情報システム学演習

医用ロボット工学

遺伝子検査学

学
科
専
門
科
目
群

専
門
科
目

関
連
臨
床
医
学

臨床医学総論（内科学・外科学）

内科学各論（循環器・呼吸器・腎・感染
症）

外科学各論（循環器・呼吸器・泌尿器・
麻酔・集中治療学）

臨床医学演習

臨床実習

基礎工学特講

研
究
分
野

先
進
科
学
技
術

先進科学技術論

先進計測技術学

先進治療技術学

専
門
特
講

先進科学技術演習

学部名

学科名

１年次 250,000 900,000 680,000 1,830,000

保健医療学部 ２年次 900,000 680,000 1,580,000

鍼灸学科 ３年次 900,000 680,000 1,580,000

４年次 900,000 680,000 1,580,000

１年次 250,000 900,000 680,000 1,830,000

保健医療学部 ２年次 900,000 680,000 1,580,000

理学療法学科 ３年次 900,000 680,000 1,580,000

４年次 900,000 680,000 1,580,000

１年次 250,000 900,000 680,000 1,830,000

保健医療学部 ２年次 900,000 680,000 1,580,000

看護学科 ３年次 900,000 680,000 1,580,000

４年次 900,000 680,000 1,580,000

１年次 250,000 900,000 680,000 1,830,000

保健医療学部 ２年次 900,000 680,000 1,580,000

臨床検査学科 ３年次 900,000 680,000 1,580,000

４年次 900,000 680,000 1,580,000

１年次 250,000 900,000 680,000 1,830,000

保健医療学部 ２年次 900,000 680,000 1,580,000

作業療法学科 ３年次 900,000 680,000 1,580,000

４年次 900,000 680,000 1,580,000

入学検定料学　年 入学料 授業料 教育充実費 合計

30,000

30,000

30,000

30,000

30,000

学部名

学科名

１年次 250,000 900,000 680,000 1,830,000

保健医療学部 ２年次 900,000 680,000 1,580,000

鍼灸学科 ３年次 900,000 680,000 1,580,000

４年次 900,000 680,000 1,580,000

１年次 250,000 900,000 680,000 1,830,000

保健医療学部 ２年次 900,000 680,000 1,580,000

理学療法学科 ３年次 900,000 680,000 1,580,000

４年次 900,000 680,000 1,580,000

１年次 250,000 900,000 680,000 1,830,000

保健医療学部 ２年次 900,000 680,000 1,580,000

看護学科 ３年次 900,000 680,000 1,580,000

４年次 900,000 680,000 1,580,000

１年次 250,000 900,000 680,000 1,830,000

保健医療学部 ２年次 900,000 680,000 1,580,000

臨床検査学科 ３年次 900,000 680,000 1,580,000

４年次 900,000 680,000 1,580,000

１年次 250,000 900,000 680,000 1,830,000

保健医療学部 ２年次 900,000 680,000 1,580,000

作業療法学科 ３年次 900,000 680,000 1,580,000

４年次 900,000 680,000 1,580,000

１年次 250,000 900,000 680,000 1,830,000

保健医療学部 ２年次 900,000 680,000 1,580,000

臨床工学科 ３年次 900,000 680,000 1,580,000

４年次 900,000 680,000 1,580,000

30,000

入学検定料学　年 入学料 授業料 教育充実費 合計

30,000

30,000

30,000

30,000

30,000
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 学則の変更の趣旨等を記載した書類 
 

1. 学則変更（収容定員変更）の内容  

森ノ宮医療大学は、平成 30 年度から保健医療学部に臨床工学科（入学定員 60 名）

を開設し、さらに理学療法学科と看護学科の入学定員を 10 名ずつ増員することに伴い、

大学の入学定員及び収容定員を以下の表のとおり変更する。 

 

変更前と変更後の入学定員および収容定員（単位：人） 

変更前 
 

変更後 

保健医療学部

学科名 
入学定員 収容定員 

 

保健医療学部

学科名 
入学定員 収容定員 

鍼灸学科 60 240  鍼灸学科 60 240 

理学療法学科 60 240  理学療法学科 70 280 

看護学科 80 320 
 

看護学科 90 360 

臨床検査学科 60 240 
 

臨床検査学科 60 240 

作業療法学科 40 160 
 

作業療法学科 40 160 

    臨床工学科 60 240 

合計 300 1200 
 

合計 380 1520 

 

 

2. 学則変更（収容定員変更）の必要性  

（１）収容定員変更の背景 

学校法人森ノ宮医療学園は、「臨床に優れ、かつ豊かな人間性に裏打ちされた医療人

を育成する」という建学の精神のもと、昭和 48（1973）年、大阪市東成区に鍼灸師養

成のための専門学校「大阪鍼灸専門学校（現：森ノ宮医療学園専門学校）」を開設した。

その後は、「生命（いのち）への愛と畏敬」を学園の精神とし、基本理念である「人に

よりそい幸福（しあわせ）を希う学園」を目指して発展を続けてきた。平成 12 年には

同専門学校に柔道整復学科を新設し、これまでに 3000 人以上の鍼灸師、1500 人以上

の柔道整復師を輩出している。 

平成 19 年 4 月には、大阪市住之江区に保健医療学部鍼灸学科と理学療法学科を備え

た森ノ宮医療大学を開設し、以来、本学は保健医療分野における社会貢献を目指し、社
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会的ニーズに即した教育と人材養成に努めてきた。大学創立から 4 年後の平成 23 年 4

月には、保健医療学部看護学科と大学院保健医療学研究科保健医療学専攻（修士課程）

を設置し、大学創立 10 年目となる平成 28 年 4 月には、保健医療学部臨床検査学科と

同学部作業療法学科を開設し、それと同時に、大学の目的としてチーム医療を担う人材

の育成に本格的に取り組んでいくことを明示した。これは近年、疾患の治療だけでなく

QOL 向上も視野に入れた「患者中心の医療」が重視されるようになり、それを実現す

るためのチーム医療や他職種連携に携わる人材の養成が社会的な課題となりつつある

ことを踏まえたものである。 

そして今回、平成 30 年度から新たに臨床工学科が開設されれば、保健医療学部は 6

学科を有することになり、本学が目指しているチーム医療の実践を学ぶ場として、より

多彩な職種の視点を取り入れた環境と教育内容を用意できると考えている。 

さらに、チーム医療で重要な役割を担う看護師と理学療法士に対し、依然として高い

求人ニーズがあることを考慮し、理学療法学科と看護学科の入学定員を 10 名ずつ増員

することで、地域社会における保健医療分野の発展に寄与することを目指す。 

 

（２）収容定員変更の必要性 

1）理学療法学科 

日本における理学療法士の需要は、少子高齢化とともに増加している。厚生労働省の

「医療施設（静態・動態）調査・病院報告」によると、病院で働く理学療法士の数はこ

こ 10 年間右肩上がりで増え続け【資料１】、リハビリテーション病院や、老人保健施設、

デイサービス、在宅者に対する訪問リハビリ施設等、多岐にわたる医療機関から必要と

され、年々社会的需要が高まっている。特に団塊世代が 70 歳を迎え、高齢者数が増え

る中で、今後より一層必要性が増す職種である。 

 本学の理学療法学科に寄せられている近年の求人状況を見ても、過去 4 年間にわたり

高い求人件数を維持している。平成 25 年度に寄せられた求人件数は 707 件であったが、

平成 27 年度には 826 件となり、1.17 倍の増加率である。また、平成 28 年度は求人依

頼に関する DM 発送を行っていないが、平成 29 年 3 月 24 日現在における求人件数は

808 件あり、求人倍率は約 13 倍を保っている【資料２】。 

一方、近畿エリアでは 23 の大学が理学療法学科を設置している【資料３】。社会にお

ける需要や本学の求人件数の現状を勘案すると、理学療法士の数はまだ十分満たされて
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いるとは言えず、本学の理学療法学科における収容定員変更（入学定員 10 名増）は、

社会的な必要性を踏まえたものであると考える。 

 

2）看護学科 

日本における看護師の需要は、少子高齢化とともに増加している。厚生労働省の「医

療施設（静態・動態）調査・病院報告」によると、病院で働く看護師の数はここ 10 年

間右肩上がりで増え続けており、平成 18 年と平成 27 年の看護師数を比較すると約 20

万人増加している【資料１】。看護師の勤務先は、従来の病院に加え、老人保健施設や

デイサービス、在宅者に対する訪問看護等、多くの医療施設へと拡大しており、年々社

会的需要が高まっている。特に団塊世代が 70 歳を迎え、高齢者数が増える中で、今後

より一層必要性が増す職種である。 

本学に寄せられている近年の求人状況を見ても、看護師に対する求人は過去 4 年間に

わたって順調に推移している。看護学科開設以来、求人依頼に関する DM 発送を行っ

ていないが、平成 25 年度に寄せられた求人件数は 326 件、求人倍率は 4 倍であった。

平成 27 年度には 450 件となり、件数は大幅に増加している。また、平成 29 年 3 月 24

日現在で求人数が 369 件となっており、年度途中ではあるものの、平成 28 年度は約 4.6

倍の求人倍率を保っている【資料２】。 

また、平成 29 年 1 月 27 日現在、近畿圏内では 46 大学が看護関係の学部、学科等を

設置しているが【資料４】、社会における需要や本学の求人件数の状況を勘案すると、

看護師の数はまだ十分満たされているとは言えず、本学の看護学科における収容定員変

更（入学定員 10 名増）は、社会的な必要性を踏まえたものであると考える。 

 

3）臨床工学科 

日本における臨床工学技士の需要は、少子高齢化とともに増加している。厚生労働省

の「医療施設（静態・動態）調査・病院報告」によると、病院で働く臨床工学技士の数

はここ 10 年間右肩上がりで増え続けており、平成 18 年と平成 27 年を比較すると約

9,200 人増加している【資料１】。また、臨床工学技士は、病院やクリニック、医療機

器メーカー等、多岐にわたって必要とされている。日本透析医学会によると、慢性透析

患者数は平成 27（2015）年 12 月時点で約 32 万 5 千人に達し、直近 10 年では約 6 万
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人増加している【資料５】。臨床工学技士は慢性透析患者の治療に従事することができ

ることから、臨床工学技士の必要性がますます高まっていると推察される。 

また、大阪府や兵庫県の臨床工学技士でつくる「一般社団法人大阪府臨床工学技士会」

「一般社団法人兵庫県臨床工学技士会」の 2 団体からは、チーム医療に欠かせない知識

や技術、寛容性を身につけた臨床工学技士が求められていることなどから、4 年制大学

での臨床工学技士養成が必要であるとして、本学の臨床工学科開設を要望する要望書が

寄せられている【資料６】。 

平成 28 年度現在、近畿には大学と専門学校をあわせて 10 校の臨床工学技士養成校

があるが、このうち大阪にある 5 校のうち大学は 2 校、専門学校は 3 校となっている。

大阪市内に限ると専門学校 3 校、大学は 0 校である【資料７】。その一方で、近畿の養

成校には臨床工学技士の求人が多数寄せられており、中には求人数が入学定員を大きく

上回り、14 倍近い求人倍率となっているところもある【資料８】。つまり、近畿および

大阪エリアで輩出される臨床工学技士の数は需要に対してまだ十分とはいえず、本学の

臨床工学科開設は、社会のニーズに即したものであると考える。 

 

 

3. 学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容  

（１）教育課程の変更内容 

 既設 5 学科については、今回入学定員を 10 人ずつ増員する理学療法学科および看護

学科だけでなく、他の 3 学科（鍼灸学科、臨床検査学科、作業療法学科）についても、

収容定員の変更に伴う教育課程の変更は特に行わない。新設する臨床工学科の教育課程

については、他学科の教育課程を基盤として策定する。 

 本学の教育課程は、「教養科目群」、「学部共通科目群」、「学科専門科目群」と順次体

系的に構成されている。この構成は、医療に携わる専門職の養成に有効なプログラムを

提供するのみならず、中央教育審議会の答申を踏まえ、学士力（知識・理解、汎用的技

能、態度・志向性、統合的な学習経験と創造的思考力 １）を育むように編成されている。

新学科も、これに準じて科目編成を行う。 

                                                   
１ 学士課程教育の構築に向けて・中央教育審議会答申 
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授業運営は、学科専門科目群だけでなく教養科目群、学部共通科目群についても、多く

の授業は学科ごとに実施するため、新学科の開設によって受講者数が増えたとしても、既

設学科の教育の質が低下することはないと考える。ただし、複数学科の学生を共同で学ば

せることが他職種連携の観点からむしろ効果的であると判断される場合は、複数学科合同

で授業を行うことも検討する。  

1）理学療法学科、看護学科、臨床工学科の教養科目群 

「教養科目群」は、新設する臨床工学科を含む全 6 学科に共通する科目群である。教

養・知識・知性は、問題や課題の性質・構造を見極め、合理的かつ適切な理解方法を考

えて実行していくための基盤になるものであると同時に、異なる立場にある者との相互

信頼・協力を促進するための基盤にもなるものである。この考え方に基づき、教育科目

群は「科学的思考」、「人間理解と社会」、「語学」の 3 つの科目区分によって構成される。

この群では、保健・医療・福祉領域に従事する専門職として必要な強い倫理観と豊かな

人間性、そして柔軟かつ創造的な知性および実践できる能力の形成を育む。 

なお、教養科目群を担当している専任教員の担当コマ数の増加は、平成 29 年度から

専任教員と非常勤講師を補充することで最小限にとどめる。 

 

2）理学療法学科、看護学科、臨床工学科の学部共通科目群 

「学部共通科目群」では、専門職種間で相互理解を深めるため、新設する臨床工学科

に既設 5 学科を加えた計 6 学科が、互いに密な連携をとる。特に「チーム医療とコミュ

ニケーション」は、医療の現場でチームとして協働するために必要とされる資質や素養

を身につけるために必修とした。ここでは医療者と患者、そして医療者同士でのコミュ

ニケーションを学ぶとともに、医療におけるコミュニケーションの重要性とチーム医療

の意義を学び、多様な環境に対応できる能力を育む。また、同じく必修とした「IPW

論」では、異なる医療職を目指す他学科の学生との症例検討等を通し、専門職間連携の

方法について学びを深める。 

なお、臨床工学科の新設により、学部共通科目を担当する非常勤講師を補充して充実

をはかることから、これらの科目を担当する既存の教員の負担が増すわけではない。 

 

3）理学療法学科、看護学科、臨床工学科の学科専門科目群 

＜理学療法学科＞ 
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理学療法学科の「学科専門科目群」は、「専門基礎科目」と「専門科目」に区分される。 

「専門基礎科目」は、専門科目を学ぶための基礎的事項の修得のみならず、広く保健

医療に携わる者の共通理解を必要とする知識の修得を目指し、2 つの領域から成る専門

基礎科目を配置している。2 つの領域とは、人体の構造・機能、運動学を学ぶ「人体の

構造と機能及び心身の発達」、リハビリテーション医学、内科学、整形外科学等を学ぶ

「疾病の成り立ち及び回復過程の促進」である。 

一方「専門科目」は、臨床で活躍するために必要な知識や技能を広く、深く修得するた

めに「基礎理学療法」「理学療法評価学」「理学療法治療学」「地域理学療法学」「臨床実習」

「卒業研究」の６領域で構成している。 

 

＜看護学科＞ 

 看護学科の「学科専門科目群」は、「専門基礎分野」、「専門分野Ⅰ」、「専門分野Ⅱ」、

「統合分野」に区分される。 

「専門基礎分野」は、専門科目を学ぶための基礎的事項の修得のみならず、広く保健

医療に携わる者の共通理解を必要とする知識の修得を目指し、3 つの領域から成る専門

基礎科目を配置している。3 つの領域とは、「人体の構造と機能」、「疾病の成り立ちと

回復の促進」、「健康支援と社会保障制度」である。 

「専門分野Ⅰ」は、基礎看護学の理論を学び、臨地実習を行う。 

「専門分野Ⅱ」では、成人看護学、老年看護学、母性看護学、小児看護学、精神看護

学の理論を学び、臨地実習を行う。 

「統合分野」は、公衆衛生看護学、在宅看護論の理論を学び、臨地実習を行う。また、

看護の統合と実践において、これまで修得した知識、技術を活かし総合的な学習を行う。 

 

＜臨床工学科＞ 

 臨床工学科の「学科専門科目群」は、「専門基礎科目」、「専門科目」、「専門特講」「研

究分野」に区分される。 

まず、「専門基礎科目」においては、専門科目を学ぶための基礎的事項の修得のみな

らず、広く保健医療に携わる者の共通理解を必要とする知識の修得を目指す。教養科目

群における「医療を行う上で必要な高い倫理観、豊かな人間性、柔軟かつ想像力豊かな

知性及び問題解決能力の形成」と学部共通科目群における「医療におけるコミュニケー
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ションの重要性とチーム医療の意義による多様な環境に対応できる能力の形成」という

目的を踏まえ、4 つの領域から成る専門基礎科目を配置している。4 つの領域とは、「人

体の構造及び機能」、「臨床工学に必要な医学的基礎」、「臨床工学に必要な理工学的基礎」、

「臨床工学に必要な医療情報技術とシステム工学の基礎」である。 

次に「専門科目」では、臨床工学技士として必要な知識と技術を学び、問題解決のた

めの基本的な能力、臨床現場で必要とされる基礎的な業務実践能力、チーム医療の一員

として医療に携わることの重要性を理解できる能力及び社会人としての基本的な遵守

事項を育む。科目区分は「医用生体工学」、「医用機器学」、「生体機能代行装置学」、「医

用安全管理学」、「関連臨床医学」、「臨床実習」の６領域から構成する。 

「専門特講」では、4 年間積み上げた知識と技術を臨床現場で実践できるよう、臨床

工学技士としての専門的知識と実践的能力を最終確認するための科目群から成る授業

科目を配置している。 

「研究分野」では、医療現場においてチーム医療での役割に寄与すると共に、高度化・

複雑化した医用機器のニーズに対応し、これに伴う治療技術の促進と医療イノベーショ

ンに資する臨床工学技士を輩出するための科目群として「先進科学技術」と「卒業研究」

を配置する。 

 

（２）教育方法及び履修指導方法の変更内容 

入学定員を 10 名ずつ増やす理学療法学科と看護学科を含め、既設 5 学科の教育方法

及び履修指導方法については従来の方法で行う。また、新設する臨床工学科についても

既設学科で採用している教育方法、履修指導方法を基本とした方法をとることで、学部

全体の教育方法及び履修指導方法の質は、今回の収容定員の変更前と比較して、同等以

上の内容が担保されると考えられる。 

本学では以下に示す教育方法及び履修指導方法を行う。 

 

1) 教育方法 

① 他学科との連携教育 

チーム医療の実践に求められる豊かな感性と高い倫理観を備えた専門職医療人を育

成するためには他学科（他職種）との連携教育が必要不可欠となる。学部共通科目にお

いてチーム医療や IPW（Interprofessional Work）（専門職連携）を他学科の学生と共
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に学び、自分の専門領域のみならず他領域の広範な視点を加えてチームで目標を共有し

実践できる能力を育成する。 

② 少人数教育 

実習・演習は少人数のグループを編成することで、学生の積極的な参加を促し学修効

果を高める。講義に関しても、科目に応じてグループワークや討論の場を積極的に設け

て学生の主体的・能動的な学修態度を育成すると共に、個別的な学修支援の徹底を図る。

3 年次からは学生を各研究室にふり分け、卒業研究に必要な専門知識を深めるために学

生一人ひとりの志向や能力を見極め、きめ細かな指導を行う。 

③ 課題探究・問題解決能力を養う教育 

将来、臨床で遭遇する可能性のある多種多様な問題を解決するには論理的・総合的な

判断能力が必要である。実習・演習では「なぜ」という問いを大切にし、教員が安易に

答えを提示するのではなく学生自ら答えを導き出すことを手助けする。たとえその答え

が間違っていてもそのプロセスを重視し掘り下げて考える力を育む。 

また卒業研究では問題点を抽出し解決するための科学的思考力や、臨床現場の中に新

しいものを見つけようとする課題探究能力を養う。 

④ 担任制・チューター制の導入  

本学では学科毎に担任制あるいはチューター制度を導入し、担当教員が定期的に履修

方法や学生生活に関して面接指導を行う。理学療法学科と臨床工学科では、1、2 年次

は担任制をとり、3 年次以降は卒業研究担当教員がチューターとなって対応や指導にあ

たる。看護学科では 4 年間チューター制をとる。 

また、学生と教員とのコミュニケーションを充実させるため、専任教員はオフィスア

ワーを設定し、講義に関する質問だけでなく、学修方法や学生生活に関する相談にも応

じる。 

⑤ キャップ制の導入  

 本学のすべての学科でキャップ制を導入している。臨床工学科においては、履修科目

の年間登録上限単位数を 44 単位（半期では 22 単位）で設定している。 

年間登録上限単位数を設定することは、単位の実質化を目的に、学生負担の軽減と履

修科目の学修時間の確保を行うことで、十分な学修効果を上げることを目指している。

特に、病院等医療施設における臨床実習を履修するまでに指定規則に定める単位数をお

およそ修得し、必要な知識を備えたうえで臨床実習に出ることが望ましいことに加え、
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一般教養科目群等に関する科目の履修に関し十分な学修時間を確保できるような上限

とした。 

 

2) 履修方法とその指導 

大学における履修は高等学校までの履修と比べて相違点が多いことから、学生が履修

方法を理解できるよう定例的に履修指導を行い、最終的には自律できるようにする。 

まず、各年次の前期開始日のオリエンテーションで履修指導を実施し、学生自身の興

味・関心を尊重し、卒業後の進路も視野に入れた科目履修を促す。さらに、履修に関わ

る質問への対応や成績不良者の指導などは、随時個別に実施する。担任あるいはチュー

ターが中心となって学生指導に当たるが、卒業研究の担当者などとも連携して、適切な

対応･指導を実施する。 

 

（３）教員組織の変更内容  

 この度の収容定員に係る学則変更による、既設学科における教員組織の変更点につい

ては、大学院保健医療学研究科の専任教員 1 名（教授）が、平成 30 年度から臨床工学

科の兼務となる。 

大学院保健医療学研究科は、保健医療学専攻（修士課程）の入学定員が 6 名（収容定員

12 名）で、後期博士課程の医療科学専攻（平成 30 年度開設予定）の入学定員が 2 名（収

容定員 6 名）となっている。大学院全体の専任教員数は 51 名（うち教授 36 名）で、学生

数と比較しても十分であることから、教授 1 名が大学院と臨床工学科を兼務することにな

っても大学院教育の質は低下しないと考えられる。 

新たに開設する臨床工学科の教員の新規採用については、本学の教育理念・教育方針

を十分に理解していること、教育者としての資質・熱意を有すること、研究活動に積極

的に取り組んでいることなどを条件として進めている。臨床工学科の新規採用教員が既

設学科の「学部共通科目群」等の教育課程でも授業科目を担当することで、保健医療学

部全体の教育の質を高める体制を構築する。同様に、既設学科の教員も臨床工学科の教

育課程の一部で教鞭を執ることにより、チーム医療の実践に求められる他職種理解を促

進させることを目指す。従って、臨床工学科開設前と比べ、同等以上の教育の質が担保

されると考えられる。 
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また、平成 30 年度から理学療法学科と看護学科で 10 名ずつ入学定員を増やすこと

に備え、前年度または前々年度から専任教員の増員を進める。 

具体的な教員組織の変更内容は以下のとおりである。 

 

1)理学療法学科 

理学療法学科では、平成 30 年度から入学定員が 10 名増えることを踏まえ、平成 29

年度から専任教員 1 名を新規採用するほか、助手 1 名を平成 30 年度から助教に昇格さ

せる予定である。 

 

2)看護学科 

看護学科では、平成 30 年度から入学定員が 10 名増えることを踏まえ、専任教員を

平成 28 年度に 2 名、平成 29 年度に 1 名採用。また、本学の助産学専攻科と看護学科

を兼務していた助手 1 名について、平成 29 年度から助教に昇格させ看護学科専任とす

ることで対応をはかる。 

 

3)臨床工学科 

臨床工学科の専任教員は 10 名（教授 4 名、准教授 4 名、講師 2 名）で組織される。

このうち医師の資格を持つ者が１名（教授）、臨床工学技士の資格を持つ者が 5 名（准

教授 3 名、講師 2 名）、臨床検査技師が 1 名（教授）で、臨床における実務経験や臨床

工学技士を養成する大学での教育経験を有する。なお、臨床工学技士の資格を持つ者は

全員が教員就任時に臨床経験 10年以上である。また 10名のうち 9名が博士の学位を有

し（工学 5 名、医学 2 名、応用情報科学 2 名）、残る 1 名（講師）は修士（応用情報科

学）の学位を持つ。よって、臨床工学科の専任教員は臨床工学の教育研究をするにあた

って十分な資質を有していると考える。 

 

（４）大学全体の施設・設備の変更内容  

新設する臨床工学科は、平成 28 年度の臨床検査学科、作業療法学科開設にあわせて

建設した南棟を主に使用する。また、南棟には十分な広さの図書館や体育館等、全学で

共用する施設・設備を整備しており、臨床工学科設置前と比べても同等以上の内容が担

保されると考えられる。 
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 理学療法学科と看護学科については、既に入学定員の 10 名増加に対応できるだけの

十分な施設・設備を備えていることから、入学定員変更を受けた特別な措置を講じなく

とも変更前と同等以上の内容を担保できると考えている。 

なお、大学全体の施設・設備の具体的な概要は、以下の通りである。  

まず、校舎の基本的な整備方針として、高度な知識と臨床技術を修得した専門職医療

人を育成することから、少人数の教室を備えると共に、特に実習室の充実を図る。校舎

整備の具体的な方針として、①少人数指導も可能な講義室群、②基礎的な技術指導が可

能な実習室群、③個人指導及び問題解決能力を養う演習室群、④教員の積極的な研究を

促す実験・研究室群、⑤地域との交流の場、生涯学習の場となり得る施設群などを目指

し、各室を整備する。 

 

1) 講義室群 

講義室は学部全体で大小併せて 41 室（うち南棟は 18 室）ある。各学科専有の講義

室のほか、学部共有で使用を予定している講義室を用いて合同講義や少人数制の講義を

すべての学年で同時に行えるよう整備している。 

 

2) 基礎的な技術指導が可能な実習室 

実習室は学部全体で 36 室（うち南棟は 14 室）ある。いずれの実習室も学生数に対

応した機器・備品を配備し、基礎的な技術指導が可能なように整備する。さらに、学部

共有の顕微鏡室 1 室を南棟に、情報処理室 1 室を東棟に設けている。 

 

3) 専任教員の実験・研究施設 

専任教員の研究室は、学部全体で 60 室（うち南棟は 20 室）あり、個人研究室が 37

室、共同研究室が 23 室で、すべての専任教員が使用するのに十分な数と広さを備えて

いる。 

実験室は、東棟に学部共有の動物実験室 1 室及び飼育室 1 室と、生理学系実験室 2

室、多目的実験室 3 室、さらに南棟に検査系実験室等 3 室を整備する。 

 

4) 個別指導及び問題解決能力を養う演習室 
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語学演習や卒業研究に活用できる小スペースの演習室を複数配置する。学生と教員が

直接対話できる小空間を用いることにより、問題提起の訓練や解決能力向上の育成に役

立たせる。 

 

5) 地域との交流の場、生涯学習の拠点 

平成 28 年度に完成した南棟の 2 階に図書館を整備し、図書館の面積は従来の 346.2

㎡から 1027.17 ㎡となり、閲覧座席数も 122 席から 150 席へ、収容可能冊数も 3 万 8000

冊から 8 万冊へと拡大した。体育館についても南棟に設置しており、図書館や体育館、

大講義室等の学内施設は、内部の利用だけに留まらず、研修会や市民講座等を誘致して

地域の人たちの利用を促し、生涯学習の拠点とする。 

 

6)その他 

 学生が自習等を行うためのフリースペースを、平成 28 年度からは東棟 1 階と西棟 1

階に加え、西棟 2 階、南棟の 1、3、4、5、7 階のロビーにも整備した。特に南棟 7 階

では、専任教員の研究室前に学生の自習等のスペースを設けることにより、学生と教員

が気軽にコミュニケーションをとれる空間をつくっている。 
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資料1

職種別に見た病院の従事者数 （常勤換算）
（単位：人）

（平成29年1月27日現在）

Ｈ18年 Ｈ19年 Ｈ20年 Ｈ21年 Ｈ22年 Ｈ23年 Ｈ24年 Ｈ25年 Ｈ26年 Ｈ27年

看護師 596544.9 618406.4 636970.8 660142.9 682603.9 704626.7 725559.8 747009.2 767700.8 787404.2

理学療
法士

31385.7 34782.7 38675.3 42813 47541.2 51800.1 56851.2 61720.6 66151.4 70492.4

臨床工
学技士

10029.4 10956.6 11931.9 12837.8 13767 14585.8 15504.6 16588.7 17918.9 19263.5

厚生労働省　医療施設（静態・動態）調査・病院報告をもとに作成
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病院における看護師の従事者数 （単位：人）
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森ノ宮医療大学における理学療法士・看護師の求人状況
森ノ宮医療大学における理学療法士の求人状況（H29年3月24日現在）

H25年度 H26年度 H27年度 H28年度
求人件数 707 683 826 808
求人倍率 11.78 11.38 13.77 13.47
※求人倍率は、1学年定員数60名に対して計算）

森ノ宮医療大学における看護師の求人状況（H29年3月24日現在）
H25年度 H26年度 H27年度 H28年度

求人件数 326 373 450 369
求人倍率 4.08 4.66 5.63 4.61
※求人倍率は、1学年定員数80名に対して計算）
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近畿エリアの理学療法士養成大学一覧

文部科学省ホームページ文部科学大臣指定（認定）医療関係技術者養成学校一覧（平成27年5月1日現在）より抜粋

（国立） （平成29年1月27日現在）

No. 都道府県
入学定

員
修業年

限
指定年月

日
郵便番

号

1 京都 18 4 H16.4.1 606-
8507

2 兵庫 20 4 H7.4.1 654-
0142

38

（公立）

No. 都道府県 入学定
員

修業年
限

指定年月
日

郵便番
号

1 大阪 25 4 H17.4.1 583-
8555

25

（私立）

No. 都道府県 入学定
員

修業年
限

指定年月
日

郵便番
号

1 京都 60 4 H24.4.1 607-
8175

2 京都 40 4 H18.4.1 603-
8301

3 大阪 80 4 H16.4.1 567-
0012

4 大阪 60 4 H18.4.1 597-
0104

5 大阪 40 4 H18.4.1 575-
0063

6 大阪 70 4 H21.4.1 530-
0043

7 大阪 80 4 H24.4.1 567-
0801

8 大阪 60 4 H19.4.1 590-
0482

9 大阪 80 4 H23.4.1 582-
0026

10 大阪 40 4 H17.4.1 574-
0011

11 大阪 60 4 H19.4.1 559-
8611

12 大阪 40 4 H26.4.1 564-
0082

13 兵庫 60 4 H19.4.1 658-
0001

14 兵庫 40 4 H27.4.1 651-
2180

15 兵庫 40 4 H17.4.1 651-
2180

16 兵庫 80 4 H21.4.1 658-
0032

17 兵庫 40 4 H23.4.1 666-
0162

18 兵庫 40 4 H18.4.1 670-
8524

19 兵庫 40 4 H19.4.1 650-
8530

20 奈良 70 4 H15.4.1 635-
0832

1,120

1,183総  計 23 大学

合  計 20 大学

兵庫医療大学 リハビリテーション学部理学
療法学 科

神戸市中央区港島1丁目3番6 学校法人 兵庫医科大
学

畿央大学 健康科学部理学療法学科 北葛城郡広陵町馬見中4-2-2 学校法人 冬木学園 H26.4入学定員変
更60→70

宝塚医療大学 保健医療学部理学療法学
科

宝塚市花屋敷緑ガ丘1 学校法人 平成医療学
園

姫路獨協大学 医療保健学部理学療法学
科

姫路市上大野7-2-1 学校法人 獨協学園

神戸学院大学 総合リハビリテーション学部
医療リハビ リテーション学
科理学療法学専攻

神戸市西区伊川谷町有瀬518 学校法人 神戸学院 H27.4.1募集停止

神戸国際大学 リハビリテーション学部理学
療法学 科

神戸市東灘区向洋町中9-1-6 学校法人 八代学院

甲南女子大学 看護リハビリテーション学部
理学療法学科

神戸市東灘区森北町6-2-23 学校法人 甲南女子学
園

神戸学院大学 総合リハビリテーション学部
理学療法学 科

神戸市西区伊川谷町有瀬518 学校法人 神戸学院 新規

森ノ宮医療大学 保健医療学部理学療法学
科

大阪市住之江区南港北1-26-
16

学校法人 森ノ宮医療
学園

大和大学 保健医療学部総合リハビリ
テーショ ン学科理学療法学
専攻

吹田市片山町2-5-1 学校法人 西大和学園

関西福祉科学大
学

保健医療学部リハビリテー
ション学科 理学療法学専
攻

柏原市旭ヶ丘3-11-1 学校法人 玉手山学園

四條畷学園大学 リハビリテーション学部リハ
ビリ テーション学科理学療
法学専攻

大東市北条5-11-10 学校法人 四條畷学園

大阪行岡医療大
学

医療学部理学療法学科 茨木市総持寺１丁目１番４１号 学校法人 行岡保健衛
生学園

関西医療大学 保健医療学部理学療法学
科

泉南郡熊取町若菜2-11-1 学校法人 関西医療学
園

H27.4入学定員変
更40→60

大阪電気通信大
学

医療福祉工学部理学療法
学科

四條畷市清瀧1130-70 学校法人 大阪電気通
信大学

大阪保健医療大
学

保健医療学部リハビリテー
ション学科 理学療法学専
攻

大阪市北区天満1-9-27 学校法人 福田学園 H25.4入学定員変
更60→70

藍野大学 医療保健学部理学療法学
科

茨木市東太田4-5-4 学校法人 藍野学院

大阪河﨑リハビリ
テーション大学

リハビリテーション学部リハ
ビリ テーション学科理学療
法学専攻

貝塚市水間158 学校法人 河﨑学園

京都橘大学 健康科学部理学療法学科 京都市山科区大宅山田町３４
番 地

学校法人 京都橘学園

学校名 備考

佛教大学 保健医療技術学部理学療
法学科

京都市北区紫野北花ノ坊町96 学校法人 佛教教育学
園

H21.4設置者変更

合  計 2 大学

学校名 学部学科等名 所在地 設置者 備考

学部学科等名 所在地 設置者

合  計 1 大学

学校名 学部学科等名 所在地 設置者 備考

大阪府立大学 地域保健学域 総合リハビ
リテーション学類 理学療
法学専攻

羽曳野市はびきの3-7-30 公立大学法人 大阪府
立大学

H17.4府立大学の
統合
H21.4入学定員変
更20→25 H22.4学
科名変更 名

神戸大学 医学部保健学科 理学療法
学専攻

神戸市須磨区友が丘7-10-2 国立大学法人 神戸大
学

京都大学 医学部人間健康科学科 理
学療法学専攻

京都市左京区聖護院川原町
53

国立大学法人 京都大
学

H20.4名称変更
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近畿エリアの看護師養成大学一覧

文部科学省ホームページ文部科学大臣指定（認定）医療関係技術者養成学校一覧（平成27年5月1日現在）より抜粋

（国立） （平成29年1月27日現在）

No
都道
府県

入学定
員

修業
年限

指定年
月日

郵便
番号

1 滋賀 60 4 H6.4.1 520-
2192

2 京都 70 4 H16.4.1 606-
8501

3 大阪 80 4 H6.4.1 565-
0871

4 兵庫 80 4 H7.4.1 654-
0142

290

（公立）

No
都道
府県

入学定
員

修業
年限

指定年
月日

郵便
番号

1 滋賀 70 4 H15.4.1 522-
8533

2 京都 85 4 H14.4.1 602-
0875

4 大阪 55 4 H16.4.1 545-
0051

5 兵庫 100 4 H16.4.1 673-
8588

6 兵庫 95 4 H8.4.1 651-
2103

7 奈良 85 4 H16.4.1 630-
8521

8 和歌
山

80 4 H16.4.1 641-
0011

690

（私立）

No
都道
府県

入学定
員

修業
年限

指定年
月日

郵便
番号

1 滋賀 80 4 H23.4.1 521-
1123

2 京都 80 4 H27.4.1 615-
8577

3 京都 95 4 H26.4.1 604-
8845

4 京都 80 4 H23.4.1 615-
0882

5 京都 95 4 H17.4.1 607-
8175

6 京都 80 4 H27.4.1 610-
0395

7 京都 65 4 H24.4.1 603-
8301

8 京都 60 4 H18.4.1 629-
0392

9 大阪 80 4 H16.4.1 567-
0012

学部学科等名 所在地 備            考

学部学科等名 備            考

藍野大学 医療保健学部看護学
科

茨木市東太田4-5-
4

学校法人 藍野学
院

京都橘大学 看護学部看護学科 京都市山科区大宅
山田町34

学校法人 京都橘
学園

H20.4入学定員80→
90 H22.4入学定員90
→95

同志社女子大学 看護学部 看護学科 京都府京田辺市興
戸南鉾立97番1

学校法人同志社 新規

佛教大学 保健医療技術学部看
護学科

京都市北区紫野北
花ﾉ坊町96

学校法人 佛教教
育学園

明治国際医療大学 看護学部看護学科 南丹市日吉町保野
田ヒノ谷6-1

学校法人 明治東
洋医学院

H20.4名称変更

聖泉大学 看護学部看護学科 彦根市肥田町720 学校法人 聖泉学
園

京都学園大学 健康医療学部看護学
科

京都市右京区山ノ
内五反田町18 番
地

学校法人京都学
園

新規

京都看護大学 看護学部看護学科 京都市中京区壬生
東高田町1-21

学校法人 京都育
英館

京都光華女子大学 健康科学部看護学科 京都市右京区西京
極葛野町38

学校法人 光華女
子学園

学校名 所在地 設   置   者

公立大学法人 奈
良県立医科大学

H24.4入学定員変更
80→85

和歌山県立医科大
学

保健看護学部保健看
護学科

和歌山市三葛580 公立大学法人 和
歌山県立医科大
学

公立大学法人 兵
庫県立大学

H16.4県立大学の統
合 H25.4設置者変更

神戸市看護大学 看護学部看護学科 神戸市西区学園西
町3-4

神戸市 H24.4入学定員変更
80→95

合  計 8 大学

3 大阪 大阪府立大学
地域保健学域看護学
類

120 4

奈良県立医科大学 医学部看護学科 橿原市四条町840

大阪市立大学 医学部看護学科 大阪市阿倍野区旭
町1-5-17

兵庫県立大学 看護学部看護学科 明石市北王子町
13-71

公立大学法人 大
阪市立大学

H25.4入学定員変更
40→55

滋賀県立大学 人間看護学部人間看
護学科

彦根市八坂町2500 公立大学法人 滋
賀県立大学

H25.4入学定員変更
60→70

H17.4.1
583-
8555

羽曳野市はびきの
3-7-30

公立大学法人 大
阪府立大学

H15.4入学定員変更
80→110

H17.4府立大学の統
合 H21.4入学定員変
更110→117

H24.4入学定員変更
117→120、名称変更

京都府立医科大学 医学部看護学科 京都市上京区清和
院口寺町東入 中
御霊町410

京都府公立大学
法人

H22.4入学定員変更
75→85

合  計 4 大学

学校名 設   置   者

神戸大学 医学部保健学科看護
学専攻

神戸市須磨区友が
丘7-10-2

国立大学法人 神
戸大学

学校名 学部学科等名 所在地 設   置   者 備            考

大阪大学 医学部保健学科看護
学専攻

吹田市山田丘1-7 国立大学法人 大
阪大学

滋賀医科大学 医学部看護学科 大津市瀬田月輪町 国立大学法人 滋
賀医科大学

京都大学 医学部人間健康科学
科看護学専攻

京都市左京区吉田
本町36-1

国立大学法人 京
都大学

H20.4名称変更
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No
都道
府県

入学定
員

修業
年限

指定年
月日

郵便
番号

学校名 学部学科等名 所在地 設   置   者 備            考

10 大阪 80 4 H27.4.1 562-
8580

11 大阪 85 4 H22.4.1 569-
0095

12 大阪 90 4 H21.4.1 590-
0482

13 大阪 80 4 H27.4.1 574-
0001

14 大阪 100 4 H24.4.1 573-
0101

15 大阪 90 4 H20.4.1 565-
0873

16 大阪 80 4 H19.4.1 587-
8555

17 大阪 100 4 H22.4.1 530-
0012

18 大阪 80 4 H22.4.1 567-
8578

19 大阪 80 4 H23.4.1 559-
8611

20 大阪 80 4 H26.4.1 564-
0082

21 兵庫 90 4 H18.4.1 656-
2131

22 兵庫 80 4 H25.4.1 673-
0521

23 兵庫 80 4 H18.4.1 678-
0255

24 兵庫 100 4 H19.4.1 671-
0101

25 兵庫 100 4 H19.4.1 658-
0001

26 兵庫 75 4 H20.4.1 653-
0838

27 兵庫 80 4 H27.4.1 650-
0046

28 兵庫 80 4 H18.4.1 661-
8520

29 兵庫 90 4 H18.4.1 675-
0195

30 兵庫 80 4 H27.4.1 663-
8558

31 兵庫 100 4 H19.4.1 650-
8530

32 奈良 90 4 H20.4.1 635-
0832

33 奈良 70 4 H24.4.1 632-
0018

34 奈良 80 4 H26.4.1 636-
8503

2,855

3,835

合  計 34 大学

総  計 46 大学

奈良学園大学 保健医療学部看護学
科

生駒郡三郷町立野
北3-12-1

学校法人 奈良学
園

園田学園女子大学 人間健康学部人間看
護学科

尼崎市南塚口町7-
29-1

学校法人 園田学
園

畿央大学 健康科学部看護医療
学科

北葛城郡広陵町馬
見中4-2-2

学校法人 冬木学
園

H24.4入学定員変更
80→90

天理医療大学 医療学部看護学科 天理市別所町80番
地の1

学校法人天理 よ
ろづ相談所学園

兵庫医療大学 看護学部看護学科 神戸市中央区港島
1丁目3番6

学校法人 兵庫医
科大学

兵庫大学 健康科学部看護学科 加古川市平岡町新
在家2301

学校法人 睦学園 H24.4入学定員変更
60→90

神戸常盤大学 保健科学部看護学科 神戸市長田区大谷
町2-6-2

学校法人 玉田学
園

武庫川女子大学 看護学部看護学科 兵庫県西宮市池開
町6-46

学校法人武庫川
学院

新規

神戸女子大学 看護学部看護学科 神戸市中央区港島
中町4-7-2

学校法人行吉学
園

新規

関西看護医療大学 看護学部看護学科 淡路市志筑1456-4 学校法人 関西看
護医療大学

H20.4名称変更・設
置者変更 H27.4入学
定員変更80→90

甲南女子大学 看護リハビリテー
ション学部看護学科

神戸市東灘区森北
町6-2-23

学校法人 甲南女
子学園

H21.4入学定員変更
75→85
H25.4入学定員変更
85→90 H27.4入学定
員変更90→100

関西国際大学 保健医療学部看護学
科

三木市志染町青山
1-18

学校法人 濱名学
院

関西福祉大学 看護学部看護学科 赤穂市新田380-3 学校法人 関西金
光学園

近大姫路大学 看護学部看護学科 姫路市大塩町
2042-2

学校法人 近畿大
学弘徳学園

宝塚大学 看護学部看護学科 大阪市北区芝田1-
13-16

学校法人 関西女
子学園

梅花女子大学 看護保健学部看護学
科

茨木市宿久庄2-
19-5

学校法人 梅花学
園

H27.4学部名称変更

森ノ宮医療大学 保健医療学部看護学
科

大阪市住之江区南
港北1-26-16

学校法人 森ノ宮
医療学園

大和大学 保健医療学部看護学
科

吹田市片山町2-5-
1

学校法人 西大和
学園

四條畷学園大学 看護学部看護学科 大東市学園町６－
４５

学校法人四條畷
学園

新規

摂南大学 看護学部看護学科 枚方市長尾峠町45
番1号

学校法人 常翔学
園

千里金蘭大学 看護学部看護学科 吹田市藤白台5-
25-1

学校法人 金蘭会
学園

H27.4入学定員変更
80→90

太成学院大学 看護学部看護学科 堺市美原区平尾
1060-1

学校法人 天満学
園

大阪青山大学 健康科学部看護学科 大阪府箕面市新稲
2-11-1

学校法人大阪青
山学 園

新規

大阪医科大学 看護学部看護学科 高槻市八丁西町7-
6

学校法人 大阪医
科大学

関西医療大学 保健看護学部保健看
護学科

泉南郡熊取町若葉
2-11-1

学校法人 関西医
療学園

H27.4入学定員変更
80→90



慢性透析患者数の推移

年月 2006年12月 2007年12月 2008年12月 2009年12月 2010年12月 2011年12月 2012年12月 2013年12月 2014年12月 2015年12月
患者数 264,473 275,242 283,421 290,661 298,252 304,856 310,007 314,438 320,448 324,986

（単位：人）

一般社団法人 日本透析医学会「図説 わが国の慢性透析療法の現況 2015 年12 月31 日現在」p.３掲載の「慢性透析患者数の推移」のデータから作成
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近畿の臨床工学技士養成校一覧
（平成29年1月26日現在）

一般社団法人日本臨床工学技士教育施設協議会のHPを基に作成
番号 都道府県 設置者 種別 名称 郵便番号 住所 定員

1 三重県 私立 大学 鈴鹿医療科学大学　医用工学部　臨床工学科 510-0293 三重県鈴鹿市岸岡町1001-1 ４０名

2 兵庫県 私立 大学 姫路獨協大学　医療保健学部　臨床工学科 670-8524 兵庫県姫路市上大野7-2-1 ４０名

3 和歌山県 私立 大学 近畿大学　生物理工学部　医用工学科 649-6493 和歌山和歌山県紀の川市西三谷930 ５０名

4 兵庫県 私立 専門 神戸総合医療専門学校 　臨床工学科 654-0142 兵庫県神戸市須磨区友が丘7-1-21 ７０名

5 京都府 私立 専門 京都保健衛生専門学校　臨床工学技士専攻科 602-8155 京都府京都市上京区千本通竹屋町東入主税町910 ２４名

6 大阪府 私立 専門 大阪医専　臨床工学学科 531-0076 大阪府大阪市北区大淀中1-10-3 １２０名

7 大阪府 私立 専門 大阪ハイテクノロジー専門学校　臨床工学技士科 532-0003 大阪府大阪市淀川区宮原1-2-43 ２００名

8 大阪府 私立 専門 日本メディカル福祉専門学校  臨床工学科 533-0015 大阪府大阪市東淀川区大隅1-3-14 ８０名

9 大阪府 私立 大学 藍野大学 　医療保健学部　臨床工学科 567-0012 大阪府茨木市東太田4-5-4 ４０名

10 大阪府 私立 大学 大阪電気通信大学　医療福祉工学部　医療福祉工学科 575-0063 大阪府四條畷市清滝1130-70 ８０名
近畿2府4県の養成校　10校（大学5校、専門学校5校）
うち、大阪府の養成校　5校（大学2校、専門学校3校）

資
料

７



資料８

近畿の臨床工学技士養成校における求人状況 　（平成27年度）
（各校のホームページ等をもとに作成）
（求人倍率は入学定員に対しての倍率）

a大学 ｂ大学 c専門学校

求人件数 227件 305件 ー

求人数 485名 553名 919件

求人倍率 12.1倍 13.8倍 13.1倍
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学生の確保の見通し等を記載した書類 

 
１ 学生の確保の見通し及び申請者としての取組状況 
 
（１）学生の確保の見通し 
ア、定員充足の見込み 
1) 入学定員設定の考え方 
 本学は開学以来安定して志願者数を確保しており、医療系大学として周辺地域の方々

に支持されてきた。この度、保健医療学部臨床工学科を開設し、理学療法学科と看護学

科の入学定員を増員するに当たり、①教員組織、実習指導体制、学生支援体制、教育施

設・設備等の面において現行の水準が確保できること、②「学則の変更の趣旨等を記載

した書類」に記載されている人材需要に応えること、③長期的な学生確保が可能である

こと、等の観点を考慮した。 
 また、上記の要件に加え、「臨床工学技士学校養成所指定規則」及び「理学療法士作

業療法士学校養成施設指定規則」「保健師助産師看護師学校養成所指定規則」にある定

員等を考慮し、教育効果や学習効率を十分に達成できる環境を構築する上で支障のない

人数として総合的に判断した結果、臨床工学科の入学定員を 60 名（収容定員 240 名）、

理学療法学科の入学定員を 10 名増員し 70 名（収容定員 280 名）、看護学科の入学定員

を 10 名増員し 90 名（収容定員 360 名）に設定することとした。 
 

大学名 学部名 学科名 入学定員 

森ノ宮医療大学 保健医療学部 

鍼灸学科 60 名 
理学療法学科 60 名→70 名 
看護学科 80 名→90 名 

作業療法学科 40 名 
臨床検査学科 60 名 

臨床工学科（新設） 60 名 
  
2) 定員を充足する見込み 
 全国の志願者動向、本学の入試状況、同分野を有する近隣大学の入試動向及び競合関

係、本学保健医療学部臨床工学科への進路希望状況等の調査や分析をおこなった。その

結果、下記に記す内容により、長期的かつ継続的に学生を確保し定員を充足する見通し

であると判断した。 
①全国的に「保健系分野」への進学ニーズが高いこと 
②本学が開学以来順調に志願者を確保していること 
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③近畿エリアにおいて臨床工学技士養成校、理学療法士養成校および看護師養成校へ

の進学ニーズが見込めること。また、近畿エリアにおいて臨床工学技士養成校であ

る私立大学が少なく、特に大阪市内には 1 校もないこと 
④第三者機関による「臨床工学科（仮称）への高校生の入学意向に関するアンケート」

の調査結果より、十分な志願者を確保できると見込めること 
 
イ、定員充足の根拠となる調査結果の概要 
1) 理学療法、看護、臨床工学を含む「保健系分野」への全国的な進学ニーズ 

文部科学省発表の学校基本調査（大学の関係学科別入学者数）より、保健系分野への

進学者数は年々増加していることがわかる。過去 5 年間の増加率を平均すると、大学全

体では毎年 4.1％、私立大学では毎年 5.1％ずつ進学者数が増加している。【資料 1】 

また、日本私立学校振興・共済事業団私学経営情報センター集計の「私立大学・短期

大学等入学志願動向」より、理学療法、看護、臨床工学を含む保健系学部に対する「志

願者数」「受験者数」「入学者数」はいずれも過去 5 ヵ年にわたり増加している。また同

様に、志願倍率は 6 倍前後、入学定員充足率は 100％を割ることなく安定的に推移して

いることからもニーズの高さがわかる。【資料 2】 
 

2) 本学の医療系大学としての実績（入試状況）【資料 3】 
本学は過去 5 ヵ年にわたり安定して志願者を確保しており、十分な学生数を継続して

確保し続けている。そうした本学の医療系大学としての実績は理学療法学科、看護学

科、臨床工学科の定員充足の見込みを裏付ける一つの根拠といえる。 
＜理学療法学科＞ 
 理学療法学科では開設以来、順調に志願者を確保している。 

過去の入試状況をみると、平成 24 年度入試の志願者数は 304 人（競争率 3.86
倍）、平成 25 年度入試の志願者数が 490 名（競争率 5.91 倍）、平成 26 年度入試の志

願者数が 452 名（競争率 5.47 倍）、平成 27 年度入試の志願者数が 792 名（競争率

7.52 倍）、平成 28 年度入試の志願者数が 722 名（競争率 7.27 倍）と安定的に高水

準を維持し続けている。このことから、理学療法学科の入学定員を 10 名増員して

も、定員が充足される可能性は高いと考えられる。 
 

＜看護学科＞ 
本学の位置する近畿エリアでは看護師養成校の新増設が続き、競合校が乱立して

いるが、本学看護学科は開設以来順調に志願者を確保している。 
平成 24 年度入試の志願者数は 505 人（競争率 4.31 倍）と高水準を記録、その後

も平成 25 年度入試の志願者数が 1,119 名（競争率 9.25 倍）、平成 26 年度入試の志

願者数が 925 名（競争率 6.78 倍）、平成 27 年度入試の志願者数が 1,315 名（競争率

7.39 倍）、平成 28 年度入試の志願者数が 1,436 名（競争率 9.23 倍）と高い率を維持
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している。このことから、看護学科の入学定員を 10 名増員しても定員が充足される

可能性は高いと考えられる。 
 

＜臨床工学科＞ 
臨床工学科はこれから開設する新学科であるため本学での実績はまだないが、

2016 年 4 月に本学が開設した作業療法学科・臨床検査学科では定員を満たすに十分

な志願者数を確保し、新設学科でも確実に志願者を集めることができた。これは、

本学が医療者を育成する大学として社会的に認められつつあることを示していると

いえる。 
保健医療学部全体でみると、平成 24 年度入試の志願者数は 925 人（競争率 3.20

倍）、平成 25 年度入試の志願者数が 1,808 名（競争率 6.10 倍）、平成 26 年度入試の

志願者数が 1,529 名（競争率 4.72 倍）、平成 27 年度入試の志願者数が 2,978 名（競

争率 4.89 倍）、平成 28 年度入試の志願者数が 3,299 名（競争率 5.73 倍）となって

おり、競争率は常に高い水準を維持している。 
この度の臨床工学科の開設により、本学は医療分野 6 学科を有する医療の総合的

な大学としてさらに認知されることが期待できる。よって、臨床工学科の定員充足

だけでなく保健医療学部全体の更なる学生獲得についても、十分に期待できると考

えている。 
 
3) 同分野を有する近隣大学の入試動向および競合関係 

本学と同分野の学科等を有する近隣大学が志願者を十分に確保できていることも、

本学が理学療法学科、看護学科、臨床工学科の定員を充足できると考える一つの根拠

となっている。以下で、それらの近隣大学の状況について述べる。 
＜理学療法学科＞ 

本学が独自に実施した、2016 年度入学生を対象にしたアンケート（2016 年 4 月実

施）において、「本学よりも志望順位が高かった学校」として名前の挙がった学校と、

2016 年度入学辞退者を対象にしたアンケート（2016 年度入試期間中に実施）におい

て「最終進路決定先」として名前の挙がった学校のうち、回答の多かった上位５校は、

兵庫医療大学・畿央大学・大和大学・大阪府立大学・関西医療大学だった。これらの

大学はいずれも近畿エリアにキャンパスを有し、学力などの志願者の特性も本学志願

者と同程度と考えられ、本学理学療法学科の競合校と位置づけることができるが、入

試においていずれも入学定員を上回る志願者数を確保している状況である。【資料4】
このことは、本学が理学療法学科の入学定員を 60 名から 70 名に変更）しても、定員

を充足できると考える根拠の一つとなっている。 
 
＜看護学科＞ 
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本学が独自に実施した、2016 年度入学生を対象にしたアンケート（2016 年 4 月実施）

において、「本学よりも志望順位が高かった学校」として名前の挙がった学校と、2016
年度入学辞退者を対象にしたアンケート（2016 年度入試期間中に実施）において「最

終進路決定先」として名前の挙がった学校のうち、回答の多かった上位５校は、兵庫医

療大学・畿央大学・大阪医科大学・武庫川女子大学・関西医療大学だった。これらの大

学はいずれも近畿エリアにキャンパスを有し、学力などの志願者の特性も本学志願者と

同程度と考えられ、本学看護学科の競合校と位置づけることができるが、入試において

いずれも入学定員を上回る志願者数を確保している。【資料 5】このことは、本学が看護

学科の入学定員を 80 名から 90 名に変更）しても、定員を充足できると考える根拠の

一つとなっている。 
 
＜臨床工学科＞ 
 近畿エリアには臨床工学技士養成校である私立大学が 5 校あり、いずれの大学も

2016 年度入試において入学定員の 2.1 倍から 11.7 倍の志願者数を確保している。【資

料 6】 
なお、近畿エリアの臨床工学技士養成校である私立大学 5 校の設置場所をみると、

大阪府茨木市（1 校：藍野大学）、大阪府四條畷市（1 校：大阪電気通信大学）、兵庫

県姫路市（1 校：姫路獨協大学）、和歌山県紀の川市（1 校：近畿大学）、三重県鈴鹿

市（1 校：鈴鹿医療科学大学）となっており、本学の位置する大阪府大阪市には臨床

工学技士養成校である私立大学が 1 校も設置されておらず、設置されれば私立大学で

は本学が大阪市で初めてとなる【資料 7】。 
また、本学の半径約 20km 圏内は、本学への出願者が多く居住するエリアであるこ

とも考慮すると【資料 8】、本学の臨床工学科は大阪市内や大阪市と近接する市区町

村からの学生確保が期待できる。さらに、私立大学の養成校がない京都府・奈良県・

滋賀県からの学生確保もある程度見込めると考えられ、これらのことは、本学が臨床

工学科の入学定員を充足できると考える根拠の一つになっている。 
 
4)「森ノ宮医療大学保健医療学部臨床工学科（仮称）への高校生の入学意向に関するア

ンケート」調査結果【資料 9】 
森ノ宮医療大学保健医療学部臨床工学科への進学ニーズを調査する目的で、第三者機

関である一般財団法人日本開発構想研究所による下記のアンケート調査を行った。 
 ・実 施 者：一般財団法人日本開発構想研究所 
 ・アンケート題目：森ノ宮医療大学保健医療学部臨床工学科（仮称）への高校 

生の入学意向に関するアンケート 
 ・調 査 対 象 者：平成 28 年度において高等学校 2 学年である者 
 ・調 査 対 象 校：森ノ宮医療大学近隣に所在する高等学校 204 校 
 ・実 地 期 間：平成 28 年 10 月～平成 28 年 12 月 
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アンケート調査により、以下の点が示された。 

① 森ノ宮医療大学保健医療学部臨床工学科への受験意向について［資料 9－p.9］ 
臨床工学科への受験意向について調査した結果、「受験してみたい」144 人

（2.2%）、「受験先として検討したい」414 人（6.4%）の合計 558 人（8.6%）が臨

床工学科への受験意向を示した。 
② 森ノ宮医療大学保健医療学部臨床工学科への入学意向について［資料 9－p.9］ 
 上記①にて臨床工学科への受験意向を示した 558 人と、「わからない」と回答し

た 2,781 人、合計 3,339 人に、臨床工学科を受験し、合格した場合の入学意向に

ついて調査した。 
その結果は「入学を希望する」が 289 人（8.7%）、「入学を検討する」が 1,156 人

（34.6%）で、合計 1,445 人（43.3%）が臨床工学科への入学意向を示した。 
③  上記①と②をクロス集計した結果［資料 9－p.10］ 

     臨床工学科を「受験してみたい」と回答した上で、「入学を希望する」と回答し

た高校 2 年生は 93 人となり、臨床工学科の入学定員 60 人に対して約 1.55 倍の

入学意向を実数にて確保したといえる。 
また、臨床工学科を「受験してみたい」または「受験先として検討したい」と回

答した上で、「入学を希望する」と回答した高校 2 年生は合計 157 人となり、臨床

工学科の入学定員 60 人に対し、約 2.61 倍が入学意向を示している。 
 

以上の調査結果と、調査対象の高等学校以外の高校生の進学も考えられることから、

臨床工学科の入学定員を満たす学生は十分に確保できるものと考える。 
 
5) 定員充足の根拠となる調査結果の結論 
上記 1）～4）から、臨床工学科の入学定員を 60 名とし、看護学科・理学療法学科の

入学定員を 10 名増員しても、定員を満たす志願者の確保が見込めると考えている。 
 
 
（２）学生確保に向けた具体的な取組状況 
 本学では学生確保に向け、アドミッションセンターが中心となり様々な取り組みを行

っている。具体的には、広報室で起案している各種企画の内容的な報告・連絡・相談と

その確定および学科内への業務依頼、情報の提供をアドミッションセンター会議におい

て行い、それを各学科及び部署にフィードバックする体制が構築されている。この体制

により、「オープンキャンパス」「進学相談会」「高校訪問」「教員対象説明会」等の学生

募集活動を教職協働で連携し、長期的な学生確保のビジョンを持って取り組むことが可

能となっている。 
 主な取り組み（予定含む）は以下のとおりである。 
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1） オープンキャンパス 
毎年、各高等学校のイベントや競合大学のスケジュールを考慮した上で、本学が求

める学生が幅広く参加できるよう日程を調整し、内容においても開催時期ごとにテー

マを設け、本学の認知向上とともに各学問領域への興味を喚起するものとなっている。

また、高校 3 年生を対象とするだけでなく、1・2 年生を対象としたプログラムや保護

者を対象とした「保護者のための進学説明会」を実施することで、長期的な学生の確

保に力を入れている。 
 

2） 受験雑誌・進学サイト 
受験生等からの本学に対する資料請求件数は、開学以来順調に伸び続けている【資

料 10】。資料請求件数全体のうち、受験雑誌や進学サイトを経由した請求が概ね八割

程度を占めていることから、それらを通じた長期的な学生確保の取り組みに力を入れ

る。 
また、これまで受験雑誌や進学サイトに掲載してきた内容に加え、臨床工学科の新

設に伴う新増設企画（新学科を特集するための専用の企画）への参加や、掲載雑誌お

よびサイトの拡大、広告枠の拡大などについても順次実施していく。 
 

3） 進学相談会／高校ガイダンス 
複数の大学がブースを設け、来場した高校生やその保護者から相談を受け付ける

「進学相談会」と、大学の広報担当者などが高校に出向いて各学科の特色などを説明

する「高校ガイダンス」を、本学の通学圏内となるエリアを中心に年間を通して実施

する。参画する相談会／ガイダンスの学問分野を看護・医療系に限定し、看護・医療

関連への興味関心の高い生徒との接点を増やすと同時に、高校 1・2 年生を対象とし

た相談会／ガイダンスへの参画を増やし、長期的かつ安定的な学生の確保に向けた取

り組みを行っている。 
進学相談会 2016 年度（2016 年 4 月～2016 年 12 月）実績：延べ 49 会場で実施、682
名と接触。 
高校ガイダンス 2016 年度（2016 年 4 月～2017 年 2 月）実績：延べ 247 校で実施、

3,978 名と接触。 
 

4） 高校訪問 
周辺の高等学校教員へ本学の認知度を向上させる目的で、高等学校を訪問する。訪

問目的と必要性を吟味し、訪問対象校や訪問時期・訪問回数・提案内容等を精査する。

本学と同じ学科を有する大学が少ない近隣府県の高等学校への訪問を強化し、本学の

認知度を高めることで当該分野に興味のある生徒の獲得を狙う。 
2016 年度（2016 年 4 月～2017 年 2 月）実績：延べ 1,032 校（予備校含む）訪問。

近畿 2 府 4 県では延べ 877 校訪問。 
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5） 教員対象説明会 

近隣府県の高等学校の教員を対象とした説明会を実施する。認知度や募集力の短期

的な向上ではなく、より長期的な学生募集力の強化を目的としており、そのため本学

全体の情報提供のほか、各学科の設置の趣旨やアドミッションポリシー、入学者選抜

の方法等の情報を提供する。 
 

6） 本学 WEB サイト 
本学 WEB サイトに新学科紹介ページを作成し、臨床工学科及び臨床工学技士への

興味関心を促すとともに、日々更新される最新情報を滞りなく発信するツールとして

活用する。受験生だけでなく、高校 1・2 年生を対象とした専用コンテンツも開設し

ており、長期的な学生の確保を意識した構成となっている。 
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２．人材需要の動向等社会の要請 

（１） 人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的（概要） 

ア、理学療法学科 

チーム医療と科学性を持った理学療法を創造的に実践できる理学療法士の育成を目指し、

下記にある①～④のような能力・知識を持つ人材を養成する。 

①精度の高い専門的知識と専門技術 

地域社会や医療現場等でのチームにおける理学療法の役割を理解し、それぞれの専門領域

において、実践に即した精度の高い知識と専門技術を発揮することができる人材。 

②チーム医療で活躍するための幅広い知識と協調性・コミュニケーション能力 

チーム医療を実践するために他職種に関する幅広い知識と患者･家族の想いを理解し、チー

ム医療の実践に欠かせない協調性・コミュニケーション能力を駆使して、根拠や倫理観に基

づいた理学療法を提供することができる人材。 

③豊かな人間力 

他者への思いやりの心を持ち、人によりそう豊かな感性、その想いを医療の力にかえるこ

とのできる人間力、さらには生命と真摯に向き合う高い倫理観を有する人材。 

④主体的問題解決能力 

理学療法が実践される現場に適応し、患者や家族あるいは地域住民といった人々のニーズ

を見極め、個別のニーズに応えられるよう主体的かつ創造的に問題を解決できる人材。 

 

イ、看護学科 

 看護学科では、チーム医療とヒューマンケアリングを創造的に実践できる看護師の育成を

目指し、下記のような人材を養成する。 

①精度の高い専門的知識と専門技術 

地域社会や医療現場等でのチームにおける看護の役割を理解し、自己の看護観をもち、実

践に即した精度の高い知識と専門技術を活用し、それぞれの立場を理解した上で看護力を発

揮できる人材。 

②チーム医療で活躍するための幅広い知識と協調性・コミュニケーション能力 

チーム医療を実践するために他職種に関する幅広い知識と患者･家族の想いを理解し、チー

ム医療の実践に欠かせない協調性・コミュニケーション能力を駆使して、根拠や倫理観に基

づいたケアを提供できる人材。 

③豊かな人間力 

他者への思いやりの心を持ち、人によりそう豊かな感性、その想いを医療の力にかえるこ

とのできる人間力、さらには生命と真摯に向き合う高い倫理観を有する人材。 

④主体的問題解決能力 

看護が実践される現場に適応し、患者や家族あるいは地域住民といった人々のニーズを見

極め、個別のニーズに応えられるよう主体的かつ創造的に問題を解決できる人材。 

 

ウ、臨床工学科 

チーム医療における使命を理解し、臨床工学技士としての職責を自覚し、実践できるよう

下記にある①～④の能力を身につけた人材を養成する。 
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①精度の高い専門的知識と専門技術 

地域社会や医療現場等でのチームにおける臨床工学の役割を理解し、自己の知識・技術を

点検・評価し、実践に即した精度の高い知識と専門技術を活用し、それぞれの立場を理解し

た上で臨床工学技士としての知識力と技術力を発揮することができる人材。 

②チーム医療で活躍するための幅広い知識と協調性・コミュニケーション能力 

チーム医療を実践するために他職種に関する幅広い知識と患者･家族の想いを理解し、チー

ム医療の実践に欠かせない協調性・コミュニケーション能力を駆使して、 医学の進歩と地域・

社会福祉の向上に寄与することができる人材。 

③豊かな人間力 

他者への思いやりの心を持ち、人によりそう豊かな感性、その想いを医療の力にかえるこ

とのできる人間力、さらには生命と真摯に向き合う高い倫理観を育むことができる人材。 

④主体的問題解決能力 

臨床工学技士に相応しい高い専門性と研究能力を備え、健康に関する諸問題をあらゆる角

度から科学的視点で捉え、主体的に創造的に問題を解決することができる人材。 

 

（２）上記（１）が社会的・地域的な人材需要の動向等を踏まえていることの根拠 

ア、理学療法学科 

1） 社会的な需要 

日本における理学療法士の需要は、少子高齢化とともに増加している。厚生労働省の 

「医療施設（静態・動態）調査・病院報告」によると、病院で働く理学療法士の数はここ 10

年間右肩上がりで増え続けている【資料 11】。理学療法士は、リハビリテーション病院や老

人保健施設、デイサービス、在宅者に対する訪問リハビリ施設等、多岐にわたる医療機関

から必要とされ、年々社会的需要が高まっている。特に団塊世代が 70 歳を迎え、高齢者数

が増える中で、今後より一層必要性が増す職種である。 

 

2) 本学に対する求人状況 

本学が依頼を受けている求人は、過去 3 年間にわたり高い件数を維持している。平成 25

年度に寄せられた求人件数は 707件であったが、平成 27年度には 826 件となり、1.17倍

の増加率である。また、平成 28 年度は求人依頼に関する DM 発送を行っていないが、平

成 29 年 3 月 24 日現在における求人件数は 808 件あり、求人倍率は約 13 倍を保ってい

る。【資料 12】 

 

3) 近畿エリアにおける他大学の状況 

平成 29 年 1 月 27 日現在、近畿圏内では 23 大学が理学療法学科を設置している【資料

13】。社会における需要や本学の求人件数の現状を勘案すると、理学療法士の数はまだ十分

満たされているとは言えず、本学の理学療法学科卒業生への需要は今後も高い水準を保つ

と考えられる。 
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イ、看護学科 

1) 社会的な需要 

日本における看護師の需要は、少子高齢化とともに増加している。厚生労働省の「医療

施設（静態・動態）調査・病院報告」によると、病院で働く看護師の数はここ 10年間右肩

上がりで増え続けており、平成 18年と平成 27年の看護師数を比較すると約 20万人増加し

ている【資料 11】。また、看護師の勤務先としては従来の病院に加えて老人保健施設やデイ

サービス、在宅者に対する訪問看護等多くの医療施設へと拡大しており、年々社会的需要

が高まっている。特に団塊世代が 70歳を迎え、高齢者数が増える中で、今後より一層必要

性が増す職種である。 

 

2) 本学に対する求人状況 

  本学が依頼を受けている求人件数は、過去 4年間にわたり年々増加傾向にある。看護 

学科開設以来、求人依頼に関する DM発送を行っていないが、開設初年度の平成 25年度 

に寄せられた求人件数は 326件、求人倍率は約 4倍だった。平成 27年度には 450 件とな 

り、件数は大幅に増加している。また、平成 29年 3月 24日現在における求人数は 369件 

となっており、年度途中ではあるが、平成 28年度の求人倍率は約 4.6倍を保っている。【資

料 12】 

 

3) 近畿エリアにおける他大学の状況 

平成 29年 1月 27日現在、近畿圏内では 46大学が看護学部または看護学科を設置してい

る【資料 14】。社会における需要や本学の求人件数の状況を勘案すると、看護師の数はまだ

十分満たされているとは言えず、本学の看護学科卒業生への需要は今後も高い水準を保つ

と考えられる。 

 

ウ、臨床工学科 

1) 社会的な需要 

日本における臨床工学技士の需要は、少子高齢化とともに増加している。厚生労働省の

「医療施設（静態・動態）調査・病院報告」によると、病院で働く臨床工学技士の数はここ

10 年間右肩上がりで増え続けており、平成 18年と平成 27年を比較すると約 9,200人増加

している【資料 11】。また、臨床工学技士は病院、クリニック、医療機器メーカー等、多岐

にわたる施設で必要とされている。日本透析医学会によると、慢性透析患者は平成 27（2015）

年 12 月時点で約 32万 5千人に達し、直近 10年では約 6万人増加している【資料 15】。臨

床工学技士は慢性透析患者の治療に従事できることから、臨床工学技士の必要性がますま

す高まっていると推察される。 

 

2) 業界団体からの要請 

大阪府や兵庫県の臨床工学技士でつくる「一般社団法人大阪府臨床工学技士会」「一般社

団法人兵庫県臨床工学技士会」の 2 団体は、チーム医療に欠かせない知識や技術、寛容性

を身につけた臨床工学技士が求められていることなどから、4 年制大学での臨床工学技士

養成が必要であるとして、本学の臨床工学科開設を要望している【資料 16】。 
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よって、本学の臨床工学技士養成は、業界団体からの要請にも沿ったものである。 

 

 

3) 近畿および大阪エリアにおける臨床工学技士の需要状況 

平成 28 年度、近畿には大学と専門学校をあわせて 10校の臨床工学技士養成校がある。 

このうち 5 校は大阪にあり、大学が 2 校、専門学校が 3 校となっている。大阪市内に限る

と、養成校は専門学校 3校で、大学は 1校もない【資料 17】。その一方で、近畿の養成校に

は臨床工学技士の求人が多数寄せられている。中には求人数が入学定員を大きく上回り、

14 倍近い求人倍率となっているところもある【資料 18】。 

よって、近畿および大阪エリアで輩出される臨床工学技士の数は需要に対してまだ十分

とはいえないため、本学の臨床工学科卒業生への需要は十分に見込めると考えられる。 

 

4) 既設学科の求人状況 

本学の既存 3 学科（看護学科、理学療法学科、鍼灸学科）の就職状況は、過去を見ても

良好である。理学療法学科および鍼灸学科においては過去 3 年間、看護学科においては完

成年度を迎えた平成 26 年度以降の 2 年間、就職希望者全員が就職を果たしている【資料

19】。 

ゆえに、本学は医療職を養成する医療系大学として医療機関等から一定の評価を得てい

ると言え、新設する臨床工学科の卒業生に対しても採用ニーズが見込める。 

 

5)第三者機関による採用意向調査結果【資料 20】 

①調査の概要 

森ノ宮医療大学保健医療学部臨床工学科の卒業生に対する医療機関および企業の採用意

向を調査する目的で、第三者機関である一般財団法人日本開発構想研究所によるアンケ

ート調査を行った。 

・実施者：一般財団法人日本開発構想研究所 

・アンケート題目：森ノ宮医療大学保健医療大学臨床工学科（仮称）の卒業生に対する病

院・医療系企業等の採用意向に関するアンケート調査 

  ・調査対象者：卒業生の就職が見込まれる病院等 3,922施設の臨床工学技士採用担当 

         者 

  ・実施期間：平成 28年 11月～平成 29年 2月 

  ・有効回答率等：配布数・・・3,924施設、有効回答数・・・673施設、 

有効回答率・・・約 17.1％ 

②調査の結果 

上記のアンケート結果から、以下のことが明らかになった。 

・入学定員以上の求人件数の確保が見込める〔資料 20－p15～16〕 

本学臨床工学科卒業生を「採用したい」と考える施設は 68件だった。これらの施設に

対し、本学臨床工学科の卒業生を毎年何人採用したいか尋ね、その結果を基に算出した

ところ、入学定員 60 名の 1.68 倍にあたる 101 人分の求人が見込めることが明らかにな

った。したがって本学の臨床工学科の就職先は十分に確保できるといえる。 
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・5割以上の採用先が、大学卒業の臨床工学技士を求めている〔資料 20－p7〕 

医療施設等の人材採用における最終学歴についてはどのような最終学歴が採用対象と

して優先されるかを尋ねたところ、54.9％にあたる 325 件が「大学」を第 1位に挙げた。

専門学校や短期大学においては 206 件にとどまった。以上のことから、臨床工学技士の

採用では専門学校や短期大学の卒業者より、学士号を有する大卒者が求められているこ

とが分かった。 

 

エ、結論 

 理学療法士と看護師に対する社会的需要は高水準であり、本学に寄せられている理学療法

士および看護師の求人依頼数も順調である。 

一方、臨床工学技士の社会的需要も高く、近隣の臨床工学技士養成校に対する求人依頼数

も順調である。第三者機関によるアンケート結果でも、多くの施設は大卒の臨床工学技士を

採用したいと考えており、本学臨床工学科の卒業生に対しても入学定員 60 名に対して 1.68

倍の採用が毎年見込めることが示された。 

また、本学の既設学科の卒業生の就職状況は良好であり、本学は医療専門職を輩出する医

療系大学として一定の評価を社会から得ているといえる。 

以上を総合的に判断すると、本学の理学療法学科、看護学科、臨床工学科が養成する人材

は社会的な要請に対応したものであり、卒業生に対する中長期的な人材需要は十分確保でき

ると考えられる。 
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保健系学科入学者推移表 資料１

区分 大学区分 年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 平成28年度

人数 38,181 40,342 42,534 44,363 44,825

前年比増加率 ― 105.7% 105.4% 104.3% 101.0%

人数 28,759 30,853 32,956 34,764 35,054

前年比増加率 ― 107.3% 106.8% 105.5% 100.8%

保健系（医学・
歯学・薬学を除く）

※文部科学省　学校基本調査　（大学の関係学科別入学者数）　保健系分野を年度ごとに抜粋　【単位は人】

※平成28年度は速報値（2016年8月4日公表）

大学全体

私立大学
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44,363 44,825
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32,956
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保健系学科入学者推移（過去5ヵ年）

大学全体 私立大学



私立大学入学志願動向　【学部系統別の動向（大学/過去5ヵ年）】 資料２

区分 年度
集計

学部数
入学定員

（A)
志願者
（B）

受験者
（C)

合格者
（D)

入学者
（E)

志願倍率
（B/A)

合格率
（D/C)

歩留率
（E/D)

定員充足
率（E/A)

平成24 154 23,414 138,556 133,595 46,612 25,708 5.92 34.89 55.15 109.8

平成25 161 24,734 157,627 152,437 50,020 27,307 6.37 32.81 54.59 110.4

平成26 175 27,033 164,659 158,154 56,334 29,156 6.09 35.62 51.76 107.85

平成27 192 28,998 170,602 163,950 61,599 31,206 5.88 37.57 50.66 107.61

平成28 198 30,330 172,040 165,349 63,762 31,584 5.67 38.56 49.53 104.13

保健系

※日本私立学校振興・共済事業団「私立大学・短期大学等入学志願動向」より抜粋
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過去５ヵ年の本学入学試験状況 資料３
2017.3.13現在

（志願者数・受験者数・合格者数・競争率・入学者数）

学部 学科
入試
年度

募集
人員

志願者数 受験者数 合格者数
競争率（受験者
数／合格者数）

入学者数

H28 80 1,436 1,375 149 9.23 --

H27 80 1,315 1,278 173 7.39 90

H26 80 925 895 132 6.78 90

H25 80 1,119 1,073 116 9.25 88

H24 80 505 491 114 4.31 88

H28 60 722 705 97 7.27 --

H27 60 792 775 103 7.52 70

H26 60 452 443 81 5.47 70

H25 60 490 473 80 5.91 68

H24 60 304 297 77 3.86 68

H28 60 183 180 112 1.61 --

H27 60 206 201 106 1.90 67

H26 60 152 149 102 1.46 64

H25 60 199 194 89 2.18 68

H24 60 116 112 90 1.24 68

H28 40 381 367 76 4.83 --

H27 40 244 232 89 2.61 50

H26

H25

H24

H28 60 577 560 122 4.59 --

H27 60 421 407 122 3.34 72

H26

H25

H24

H28 300 3,299 3,187 556 5.73 --

H27 300 2,978 2,893 593 4.89 349

H26 200 1,529 1,487 315 4.72 224

H25 200 1,808 1,740 285 6.1 224

H24 200 925 900 281 3.2 224

H28の入学者数は現時点で未確定のため、「--」と表記。

作業療法学科

臨床検査学科

保健医療学部

鍼灸学科

理学療法学科

看護学科

合計

Ｈ27年4月開設のため入試データなし

Ｈ27年4月開設のため入試データなし



理学療法学科競合校の入試動向 資料4

大学名
学部学科名

（入学定員数）
年度 志願者数 受験者数 合格者数

倍率
（志願者/合格者）

理学療法前期Ａ日程 181 180 43 4.2

理学療法前期Ｂ日程 143 143 25 5.7

センター利用 理学療法前期 35 34 9 3.9

公募 専願 93 93 13 7.2

452 450 90 5.0

理学療法前期Ａ３科目 161 160 21 7.7

理学療法前期Ｂ３科目 137 137 22 6.2

理学療法前期Ｃ３科目 109 107 17 6.4

理学療法前期Ａ２科目 172 172 13 13.2

理学療法前期Ｂ２科目 141 139 13 10.8

理学療法前期Ｃ２科目 126 122 13 9.7

理学療法中期３科目 28 27 3 9.3

理学療法中期２科目 94 91 9 10.4

公募A 170 170 20 8.5

公募B 142 142 18 7.9

公募C 131 131 14 9.4

リーダーシップ 27 27 3 9.0

グローバル 3 3 0 0.0

セミナー 18 18 1 18.0

1459 1446 167 8.7

総合－理学療法学第１回 71 71 14 5.1

総合－理学療法学第２回３教科型 70 69 8 8.8

総合－理学療法学第２回２教科型 57 56 9 6.3

総合－理学療法学第３回３教科型 77 65 21 3.7

総合－理学療法学第３回２教科型 66 55 9 7.3

総合－理学療法学第４回３教科型 43 34 13 3.3

総合－理学療法学第４回２教科型 39 30 4 9.8

総合－理学療法学第５回 36 32 9 4.0

総合－理学療法学３教科型前期 16 16 1 16.0

総合－理学療法学５教科型前期 5 5 2 2.5

総合－理学療法学３教科型後期 5 5 2 2.5

第1回 89 88 21 4.2

第2回 71 71 20 3.6

645 597 133 4.8

47 38 16 2.9

28 15 4 7.0

89 89 7 12.7

164 142 27 6.1

理学療法３科目型前期 22 21 6 3.7

理学療法２科目型前期 105 102 24 4.4

理学療法２科目型中期 31 28 7 4.4

理学療法２科目型後期 16 15 8 2.0

理学療法前期 32 32 9 3.6

理学療法中期 5 5 3 1.7

理学療法併用方式中期 5 3 2 2.5

理学療法後期 3 3 2 1.5

理学療法併用方式後期 2 2 1 2.0

Ⅰ期 93 93 27 3.4

Ⅱ期 59 53 11 5.4

373 357 100 3.7

※各大学情報については、学校法人河合塾運営のKei-net2016年度入試データを基に作成。

合計

関西医療大学
保健医療学部
理学療法学科

（60名）
2016

一般

センター利用

公募

合計

大阪府立大学

総合リハビリテーション学
部

理学療法学科
（25名）

2016

前期

後期

推薦

入試方法

兵庫医療大学
リハビリテーション学部

理学療法学科
（40名）

2016

一般

合計

大和大学

畿央大学
健康科学部

理学療法学科
（70名）

2016

一般

公募

AO

合計

保健医療学部
総合リハビリテーション学

科
理学療法学専攻

（40名）

2016

公募

合計

一般

センター利用



看護学科競合校の入試動向 資料5

大学名
学部学科名

（入学定員数）
年度 志願者数 受験者数 合格者数

倍率
（志願者/合格者）

前期 430 425 126 3.4

後期 73 70 8 9.1

前期 59 59 13 4.5

後期 10 10 3 3.3

専願 173 172 26 6.7

公募A 315 314 42 7.5

1060 1050 218 4.9

看護医療前期Ａ３科目 244 243 45 5.4

看護医療前期Ｂ３科目 205 202 45 4.6

看護医療前期Ｃ３科目 166 159 32 5.2

看護医療前期Ａ２科目 250 250 22 11.4

看護医療前期Ｂ２科目 207 202 29 7.1

看護医療前期Ｃ２科目 176 168 18 9.8

看護医療中期３科目 38 37 5 7.6

看護医療中期２科目 129 127 10 12.9

公募A 207 205 33 6.3

公募B 196 194 27 7.3

公募C 174 168 25 7.0

リーダーシップ 32 32 2 16.0

グローバル 6 6 2 3.0

セミナー 24 24 1 24.0

2054 2017 296 6.9

一般 一般 490 484 142 3.5

センター利用 センター利用 210 210 46 4.6

推薦 113 113 10 11.3

特別奨学金推薦 38 38 5 7.6

851 845 203 4.2

看護Ａ３科目型 345 344 64 5.4

看護Ｂ３科目型 252 168 21 12.0

看護Ｃ 50 47 13 3.8

看護Ｄ３教科型 26 26 15 1.7

看護Ｄ４教科型 13 13 9 1.4

公募制（スタンダード型）前期 285 280 31 9.2

公募制（高得点科目重視型）前期 229 226 28 8.2

公募制（スタンダード型）後期 154 110 12 12.8

公募制（高得点科目重視型）後期 126 91 10 12.6

1480 1305 203 7.3

２科目型前期 286 264 46 6.2

２科目型中期 102 89 13 7.8

２科目型後期 69 62 7 9.9

前期 71 71 11 6.5

中期 28 28 6 4.7

併用方式中期 23 20 4 5.8

保健看護 16 16 2 8.0

併用方式後期 13 13 2 6.5

公募Ⅰ期 165 157 37 4.5

公募Ⅱ期 110 105 13 8.5

883 825 141 6.3

※各大学情報については、学校法人河合塾運営のKei-net2016年度入試データを基に作成。

2016

2016

2016

合計

合計

合計

公募

一般

兵庫医療大学

畿央大学

大阪医科大学

武庫川女子大学

看護学部
看護学科
（100名）

健康科学部
看護医療学科

（70名）

看護学部
看護学科
（85名）

看護学部
看護学科
（80名）

合計

一般

公募

AO

入試方法

一般

センター利用

公募

合計

関西医療大学
保健看護学部
保健看護学科

（90名）
2016

公募

一般

センター利用

公募

2016



資料6

近畿エリアの臨床工学技士養成校である私立大学の入試動向

大学名 学部学科名（入学定員数） 年度 入試方法 募集人数 志願者数 受験者数 合格者数 志願倍率 入学者数

公募推薦 6 36 38 16 6.0 11

一般 20 63 61 39 3.2 16

AO 3 9 9 2 3.0 2

センター試験 5 20 20 18 4.0 7

指定校推薦入試 6 6 6 6 1.0 6

合計 40 129 127 81 3.2 42

公募推薦 25 41 41 28 1.6

一般 26 83 82 30 3.2

AO 10 24 24 24 2.4

センター試験 4 7 7 2 1.8

得意科目セレクト 6 9 8 6 1.5

専門・総合学科特別 5 1 0 0 0.2

合計 76 165 162 90 2.2 201（※1）

公募推薦・指定校 15 27 17 17 1.8

一般・セ併 20 31 26 26 1.6

センター利用 5 17 17 17 3.4

AO 35（※2） 6 6 6 -

その他 - 1 1 1 -

合計 40 82 67 67 2.1

公募推薦 16 130 130 54 8.1

一般 20 304 264 91 15.2

センター併用 4 32 20 11 8.0

センター利用 10 119 119 52 11.9

合計 50 585 533 208 11.7 61

鈴鹿医療科学大学
医用工学部
臨床工学科
（40名）

2016 合計 40 264 119 48 6.6 データなし

※各大学情報については、公式ウェブサイトにより調査。志願倍率は募集人数に対する志願者数の割合です。

※1：医療福祉工学部全体

※2：医療保健学部全体

2016藍野大学

大阪電気通信大学

姫路獨協大学

近畿大学

医療保健学部
臨床工学科
（40名）

医療福祉工学部
医療福祉工学科

（80名）

医療保健学部
臨床工学科
（40名）

生物理工学部
医用工学科
（50名）

2016

2016

201（※1）

データなし

2016
61



資料7
近畿エリアにおける臨床工学技士養成校である私立大学位置

Ａ

★：森ノ宮医療大学
（大阪府大阪市）

Ａ：藍野大学
（大阪府茨木市）

Ｂ：大阪電気通信大学
（大阪府四條畷市）

Ｃ：姫路獨協大学
（兵庫県姫路市）

Ｄ：近畿大学
（和歌山県紀の川市）

Ｅ：鈴鹿医療科学大学
（三重県鈴鹿市）

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

森ノ宮医療大学

本学より半径
約20km圏内



資料8
本学出願者の居住地ヒートマップ（2017年度入試）

Ａ

★：森ノ宮医療大学
（大阪府大阪市）

Ａ：藍野大学
（大阪府茨木市）

Ｂ：大阪電気通信大学
（大阪府四條畷市）

Ｂ

森ノ宮医療大学

本学より
半径約20km圏内

※本学調べ（2017年度入試出願者の居住地）。
赤い部分ほど出願者数が多く、緑に近づくほど出願者数が少ないことを示す。

緑
1人

黄
2～4人

橙
5～9人

赤
10人～



資料9

森ノ宮医療大学保健医療学部臨床工学科（仮称）への

高校生の入学意向に関するアンケー ト調査報告

平成29年1月

一般財団法人 日本開発構想研究所



















































森ノ宮医療大学 年度別資料請求件数（直接接触者数を含む） 資料10

年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 合計

2016年度 1,741 4,130 7,105 10,478 12,578 14,307 15,704 16,816 18,324 19,660 21,148 21,148

2015年度 1,649 3,459 6,044 8,961 10,837 12,311 13,657 14,814 16,149 17,329 18,470 20,153 20,153

2014年度 1,579 3,619 5,502 7,668 8,808 10,143 11,058 11,960 12,935 14,065 15,057 16,401 16,401

2013年度 1,186 2,545 3,999 5,802 7,150 8,277 8,911 9,741 10,507 11,517 12,348 13,378 13,378
※2017年3月8日現在

月別累積請求数
（件）
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職種別に見た病院の従事者数 （常勤換算）
（単位：人）

（平成29年1月27日現在）

Ｈ18年 Ｈ19年 Ｈ20年 Ｈ21年 Ｈ22年 Ｈ23年 Ｈ24年 Ｈ25年 Ｈ26年 Ｈ27年

看護師 596544.9 618406.4 636970.8 660142.9 682603.9 704626.7 725559.8 747009.2 767700.8 787404.2

理学療
法士

31385.7 34782.7 38675.3 42813 47541.2 51800.1 56851.2 61720.6 66151.4 70492.4

臨床工
学技士

10029.4 10956.6 11931.9 12837.8 13767 14585.8 15504.6 16588.7 17918.9 19263.5

厚生労働省　医療施設（静態・動態）調査・病院報告をもとに作成

資料11

596544.9

618406.4

636970.8

660142.9

682603.9

704626.7

725559.8

747009.2

767700.8

787404.2

0
100000
200000
300000
400000
500000
600000
700000
800000
900000

Ｈ18年 Ｈ19年 Ｈ20年 Ｈ21年 Ｈ22年 Ｈ23年 Ｈ24年 Ｈ25年 Ｈ26年 Ｈ27年

厚生労働省 医療施設（静態・動態）調査・病院報告をもとに作成

病院における看護師の従事者数 （単位：人）
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森ノ宮医療大学における理学療法士・看護師の求人状況
森ノ宮医療大学における理学療法士の求人状況（H29年3月24日現在）

H25年度 H26年度 H27年度 H28年度
求人件数 707 683 826 808
求人倍率 11.78 11.38 13.77 13.47
※求人倍率は、1学年定員数60名に対して計算）

森ノ宮医療大学における看護師の求人状況（H29年3月24日現在）
H25年度 H26年度 H27年度 H28年度

求人件数 326 373 450 369
求人倍率 4.08 4.66 5.63 4.61
※求人倍率は、1学年定員数80名に対して計算）
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近畿エリアの理学療法士養成大学一覧

文部科学省ホームページ文部科学大臣指定（認定）医療関係技術者養成学校一覧（平成27年5月1日現在）より抜粋
（国立） （平成29年1月27日現在）

No.
都道府

県
入学定

員
修業年

限
指定年月

日
郵便番

号

1 京都 18 4 H16.4.1 606-
8507

2 兵庫 20 4 H7.4.1 654-
0142

38

（公立）

No. 都道府
県

入学定
員

修業年
限

指定年月
日

郵便番
号

1 大阪 25 4 H17.4.1 583-
8555

25

（私立）

No. 都道府
県

入学定
員

修業年
限

指定年月
日

郵便番
号

1 京都 60 4 H24.4.1 607-
8175

2 京都 40 4 H18.4.1 603-
8301

3 大阪 80 4 H16.4.1 567-
0012

4 大阪 60 4 H18.4.1 597-
0104

5 大阪 40 4 H18.4.1 575-
0063

6 大阪 70 4 H21.4.1 530-
0043

7 大阪 80 4 H24.4.1 567-
0801

8 大阪 60 4 H19.4.1 590-
0482

9 大阪 80 4 H23.4.1 582-
0026

10 大阪 40 4 H17.4.1 574-
0011

11 大阪 60 4 H19.4.1 559-
8611

12 大阪 40 4 H26.4.1 564-
0082

13 兵庫 60 4 H19.4.1 658-
0001

14 兵庫 40 4 H27.4.1 651-
2180

15 兵庫 40 4 H17.4.1 651-
2180

16 兵庫 80 4 H21.4.1 658-
0032

17 兵庫 40 4 H23.4.1 666-
0162

18 兵庫 40 4 H18.4.1 670-
8524

19 兵庫 40 4 H19.4.1 650-
8530

20 奈良 70 4 H15.4.1 635-
0832

1,120

1,183総  計 23 大学

合  計 20 大学

兵庫医療大学 リハビリテーション学部理学
療法学 科

神戸市中央区港島1丁目3番6 学校法人 兵庫医科大
学

畿央大学 健康科学部理学療法学科 北葛城郡広陵町馬見中4-2-2 学校法人 冬木学園 H26.4入学定員変
更60→70

宝塚医療大学 保健医療学部理学療法学
科

宝塚市花屋敷緑ガ丘1 学校法人 平成医療学
園

姫路獨協大学 医療保健学部理学療法学
科

姫路市上大野7-2-1 学校法人 獨協学園

神戸学院大学 総合リハビリテーション学部
医療リハビ リテーション学
科理学療法学専攻

神戸市西区伊川谷町有瀬518 学校法人 神戸学院 H27.4.1募集停止

神戸国際大学 リハビリテーション学部理学
療法学 科

神戸市東灘区向洋町中9-1-6 学校法人 八代学院

甲南女子大学 看護リハビリテーション学部
理学療法学科

神戸市東灘区森北町6-2-23 学校法人 甲南女子学
園

神戸学院大学 総合リハビリテーション学部
理学療法学 科

神戸市西区伊川谷町有瀬518 学校法人 神戸学院 新規

森ノ宮医療大学 保健医療学部理学療法学
科

大阪市住之江区南港北1-26-
16

学校法人 森ノ宮医療
学園

大和大学 保健医療学部総合リハビリ
テーショ ン学科理学療法学
専攻

吹田市片山町2-5-1 学校法人 西大和学園

関西福祉科学大
学

保健医療学部リハビリテー
ション学科 理学療法学専
攻

柏原市旭ヶ丘3-11-1 学校法人 玉手山学園

四條畷学園大学 リハビリテーション学部リハ
ビリ テーション学科理学療
法学専攻

大東市北条5-11-10 学校法人 四條畷学園

大阪行岡医療大
学

医療学部理学療法学科 茨木市総持寺１丁目１番４１号 学校法人 行岡保健衛
生学園

関西医療大学 保健医療学部理学療法学
科

泉南郡熊取町若菜2-11-1 学校法人 関西医療学
園

H27.4入学定員変
更40→60

大阪電気通信大
学

医療福祉工学部理学療法
学科

四條畷市清瀧1130-70 学校法人 大阪電気通
信大学

大阪保健医療大
学

保健医療学部リハビリテー
ション学科 理学療法学専
攻

大阪市北区天満1-9-27 学校法人 福田学園 H25.4入学定員変
更60→70

藍野大学 医療保健学部理学療法学
科

茨木市東太田4-5-4 学校法人 藍野学院

大阪河﨑リハビリ
テーション大学

リハビリテーション学部リハ
ビリ テーション学科理学療
法学専攻

貝塚市水間158 学校法人 河﨑学園

京都橘大学 健康科学部理学療法学科 京都市山科区大宅山田町３４
番 地

学校法人 京都橘学園

学校名 備考

佛教大学 保健医療技術学部理学療
法学科

京都市北区紫野北花ノ坊町96 学校法人 佛教教育学
園

H21.4設置者変更

合  計 2 大学

学校名 学部学科等名 所在地 設置者 備考

学部学科等名 所在地 設置者

合  計 1 大学

学校名 学部学科等名 所在地 設置者 備考

大阪府立大学 地域保健学域 総合リハ
ビリテーション学類 理
学療法学専攻

羽曳野市はびきの3-7-30 公立大学法人 大阪府
立大学

H17.4府立大学の
統合
H21.4入学定員変
更20→25 H22.4学
科名変更 名

神戸大学 医学部保健学科 理学療
法学専攻

神戸市須磨区友が丘7-10-2 国立大学法人 神戸大
学

京都大学 医学部人間健康科学科
理学療法学専攻

京都市左京区聖護院川原町
53

国立大学法人 京都大
学

H20.4名称変更
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1

近畿エリアの看護師養成大学一覧

文部科学省ホームページ文部科学大臣指定（認定）医療関係技術者養成学校一覧（平成27年5月1日現在）より抜粋

（国立） （平成29年1月27日現在）

No
都道
府県

入学定
員

修業
年限

指定
年月日

郵便番
号

1 滋賀 60 4 H6.4.1 520-
2192

2 京都 70 4 H16.4.1 606-
8501

3 大阪 80 4 H6.4.1 565-
0871

4 兵庫 80 4 H7.4.1 654-
0142

290

（公立）

No
都道
府県

入学定
員

修業
年限

指定
年月日

郵便番
号

1 滋賀 70 4 H15.4.1 522-
8533

2 京都 85 4 H14.4.1 602-
0875

4 大阪 55 4 H16.4.1 545-
0051

5 兵庫 100 4 H16.4.1 673-
8588

6 兵庫 95 4 H8.4.1 651-
2103

7 奈良 85 4 H16.4.1 630-
8521

8 和歌
山

80 4 H16.4.1 641-
0011

690

（私立）

No
都道
府県

入学定
員

修業
年限

指定
年月日

郵便番
号

1 滋賀 80 4 H23.4.1 521-
1123

2 京都 80 4 H27.4.1 615-
8577

3 京都 95 4 H26.4.1 604-
8845

4 京都 80 4 H23.4.1 615-
0882

5 京都 95 4 H17.4.1 607-
8175

6 京都 80 4 H27.4.1 610-
0395

7 京都 65 4 H24.4.1 603-
8301

8 京都 60 4 H18.4.1 629-
0392

学校名 学部学科等名 所在地 設   置   者 備            考

大阪大学 医学部保健学科看護
学専攻

吹田市山田丘1-7 国立大学法人 大
阪大学

滋賀医科大学 医学部看護学科 大津市瀬田月輪町 国立大学法人 滋
賀医科大学

京都大学 医学部人間健康科学
科看護学専攻

京都市左京区吉田
本町36-1

国立大学法人 京
都大学

H20.4名称変更

合  計 4 大学

学校名 設   置   者

神戸大学 医学部保健学科看護
学専攻

神戸市須磨区友が
丘7-10-2

国立大学法人 神
戸大学

公立大学法人 大
阪市立大学

H25.4入学定員変更
40→55

滋賀県立大学 人間看護学部人間看
護学科

彦根市八坂町2500 公立大学法人 滋
賀県立大学

H25.4入学定員変更
60→70

H17.4.1
583-
8555

羽曳野市はびきの
3-7-30

公立大学法人 大
阪府立大学

H15.4入学定員変更
80→110

H17.4府立大学の統
合 H21.4入学定員変
更110→117

H24.4入学定員変更
117→120、名称変更

京都府立医科大学 医学部看護学科 京都市上京区清和
院口寺町東入 中御
霊町410

京都府公立大学
法人

H22.4入学定員変更
75→85

3 大阪 大阪府立大学
地域保健学域看護学
類

120 4

奈良県立医科大学 医学部看護学科 橿原市四条町840

大阪市立大学 医学部看護学科 大阪市阿倍野区旭
町1-5-17

兵庫県立大学 看護学部看護学科 明石市北王子町
13-71

公立大学法人 兵
庫県立大学

H16.4県立大学の統
合 H25.4設置者変更

神戸市看護大学 看護学部看護学科 神戸市西区学園西
町3-4

神戸市 H24.4入学定員変更
80→95

合  計 8 大学

学校名 所在地 設   置   者

公立大学法人 奈
良県立医科大学

H24.4入学定員変更
80→85

和歌山県立医科大
学

保健看護学部保健看
護学科

和歌山市三葛580 公立大学法人 和
歌山県立医科大
学

京都看護大学 看護学部看護学科 京都市中京区壬生
東高田町1-21

学校法人 京都育
英館

京都光華女子大学 健康科学部看護学科 京都市右京区西京
極葛野町38

学校法人 光華女
子学園

聖泉大学 看護学部看護学科 彦根市肥田町720 学校法人 聖泉学
園

京都学園大学 健康医療学部看護学
科

京都市右京区山ノ
内五反田町18 番
地

学校法人京都学
園

新規

佛教大学 保健医療技術学部看
護学科

京都市北区紫野北
花ﾉ坊町96

学校法人 佛教教
育学園

明治国際医療大学 看護学部看護学科 南丹市日吉町保野
田ヒノ谷6-1

学校法人 明治東
洋医学院

H20.4名称変更

京都橘大学 看護学部看護学科 京都市山科区大宅
山田町34

学校法人 京都橘
学園

H20.4入学定員80→
90 H22.4入学定員90
→95

同志社女子大学 看護学部 看護学科 京都府京田辺市興
戸南鉾立97番1

学校法人同志社 新規

学部学科等名 所在地 備            考

学部学科等名 備            考
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No
都道
府県

入学定
員

修業
年限

指定
年月日

郵便番
号

学校名 学部学科等名 所在地 設   置   者 備            考

9 大阪 80 4 H16.4.1 567-
0012

10 大阪 80 4 H27.4.1 562-
8580

11 大阪 85 4 H22.4.1 569-
0095

12 大阪 90 4 H21.4.1 590-
0482

13 大阪 80 4 H27.4.1 574-
0001

14 大阪 100 4 H24.4.1 573-
0101

15 大阪 90 4 H20.4.1 565-
0873

16 大阪 80 4 H19.4.1 587-
8555

17 大阪 100 4 H22.4.1 530-
0012

18 大阪 80 4 H22.4.1 567-
8578

19 大阪 80 4 H23.4.1 559-
8611

20 大阪 80 4 H26.4.1 564-
0082

21 兵庫 90 4 H18.4.1 656-
2131

22 兵庫 80 4 H25.4.1 673-
0521

23 兵庫 80 4 H18.4.1 678-
0255

24 兵庫 100 4 H19.4.1 671-
0101

25 兵庫 100 4 H19.4.1 658-
0001

26 兵庫 75 4 H20.4.1 653-
0838

27 兵庫 80 4 H27.4.1 650-
0046

28 兵庫 80 4 H18.4.1 661-
8520

29 兵庫 90 4 H18.4.1 675-
0195

30 兵庫 80 4 H27.4.1 663-
8558

31 兵庫 100 4 H19.4.1 650-
8530

32 奈良 90 4 H20.4.1 635-
0832

33 奈良 70 4 H24.4.1 632-
0018

34 奈良 80 4 H26.4.1 636-
8503

2,855

3,835

大阪医科大学 看護学部看護学科 高槻市八丁西町7-
6

学校法人 大阪医
科大学

関西医療大学 保健看護学部保健看
護学科

泉南郡熊取町若葉
2-11-1

学校法人 関西医
療学園

H27.4入学定員変更
80→90

藍野大学 医療保健学部看護学
科

茨木市東太田4-5-
4

学校法人 藍野学
院

大阪青山大学 健康科学部看護学科 大阪府箕面市新稲
2-11-1

学校法人大阪青
山学 園

新規

千里金蘭大学 看護学部看護学科 吹田市藤白台5-
25-1

学校法人 金蘭会
学園

H27.4入学定員変更
80→90

太成学院大学 看護学部看護学科 堺市美原区平尾
1060-1

学校法人 天満学
園

四條畷学園大学 看護学部看護学科 大東市学園町６－
４５

学校法人四條畷
学園

新規

摂南大学 看護学部看護学科 枚方市長尾峠町45
番1号

学校法人 常翔学
園

森ノ宮医療大学 保健医療学部看護学
科

大阪市住之江区南
港北1-26-16

学校法人 森ノ宮
医療学園

大和大学 保健医療学部看護学
科

吹田市片山町2-5-
1

学校法人 西大和
学園

宝塚大学 看護学部看護学科 大阪市北区芝田1-
13-16

学校法人 関西女
子学園

梅花女子大学 看護保健学部看護学
科

茨木市宿久庄2-
19-5

学校法人 梅花学
園

H27.4学部名称変更

関西看護医療大学 看護学部看護学科 淡路市志筑1456-4 学校法人 関西看
護医療大学

H20.4名称変更・設
置者変更 H27.4入学
定員変更80→90

甲南女子大学 看護リハビリテー
ション学部看護学科

神戸市東灘区森北
町6-2-23

学校法人 甲南女
子学園

H21.4入学定員変更
75→85
H25.4入学定員変更
85→90 H27.4入学定
員変更90→100

関西国際大学 保健医療学部看護学
科

三木市志染町青山
1-18

学校法人 濱名学
院

関西福祉大学 看護学部看護学科 赤穂市新田380-3 学校法人 関西金
光学園

近大姫路大学 看護学部看護学科 姫路市大塩町
2042-2

学校法人 近畿大
学弘徳学園

武庫川女子大学 看護学部看護学科 兵庫県西宮市池開
町6-46

学校法人武庫川
学院

新規

神戸女子大学 看護学部看護学科 神戸市中央区港島
中町4-7-2

学校法人行吉学
園

新規

兵庫大学 健康科学部看護学科 加古川市平岡町新
在家2301

学校法人 睦学園 H24.4入学定員変更
60→90

神戸常盤大学 保健科学部看護学科 神戸市長田区大谷
町2-6-2

学校法人 玉田学
園

学校法人 冬木学
園

H24.4入学定員変更
80→90

天理医療大学 医療学部看護学科 天理市別所町80番
地の1

学校法人天理 よ
ろづ相談所学園

兵庫医療大学 看護学部看護学科 神戸市中央区港島
1丁目3番6

学校法人 兵庫医
科大学

合  計 34 大学

総  計 46 大学

奈良学園大学 保健医療学部看護学
科

生駒郡三郷町立野
北3-12-1

学校法人 奈良学
園

園田学園女子大学 人間健康学部人間看
護学科

尼崎市南塚口町7-
29-1

学校法人 園田学
園

畿央大学 健康科学部看護医療
学科

北葛城郡広陵町馬
見中4-2-2



慢性透析患者数の推移（2006年～2015年）
一般社団法人 日本透析医学会「図説 わが国の慢性透析療法の現況 2015 年12 月31 日現在」p.３掲載の「慢性透析患者数の推移」のデータから作成

年月 2006年12月 2007年12月 2008年12月 2009年12月 2010年12月 2011年12月 2012年12月 2013年12月 2014年12月 2015年12月
患者数 264,473 275,242 283,421 290,661 298,252 304,856 310,007 314,438 320,448 324,986

（単位：人）
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近畿の臨床工学技士養成校一覧
（平成29年1月26日現在）

一般社団法人日本臨床工学技士教育施設協議会のHPを基に作成
番号 都道府県 設置者 種別 名称 郵便番号 住所 定員

1 三重県 私立 大学 鈴鹿医療科学大学　医用工学部　臨床工学科 510-0293 三重県鈴鹿市岸岡町1001-1 ４０名
2 兵庫県 私立 大学 姫路獨協大学　医療保健学部　臨床工学科 670-8524 兵庫県姫路市上大野7-2-1 ４０名
3 和歌山県 私立 大学 近畿大学　生物理工学部　医用工学科 649-6493 和歌山和歌山県紀の川市西三谷930 ５０名
4 兵庫県 私立 専門 神戸総合医療専門学校 　臨床工学科 654-0142 兵庫県神戸市須磨区友が丘7-1-21 ７０名
5 京都府 私立 専門 京都保健衛生専門学校　臨床工学技士専攻科 602-8155 京都府京都市上京区千本通竹屋町東入主税町910 ２４名
6 大阪府 私立 専門 大阪医専　臨床工学学科 531-0076 大阪府大阪市北区大淀中1-10-3 １２０名
7 大阪府 私立 専門 大阪ハイテクノロジー専門学校　臨床工学技士科 532-0003 大阪府大阪市淀川区宮原1-2-43 ２００名
8 大阪府 私立 専門 日本メディカル福祉専門学校  臨床工学科 533-0015 大阪府大阪市東淀川区大隅1-3-14 ８０名
9 大阪府 私立 大学 藍野大学 　医療保健学部　臨床工学科 567-0012 大阪府茨木市東太田4-5-4 ４０名
10 大阪府 私立 大学 大阪電気通信大学　医療福祉工学部　医療福祉工学科 575-0063 大阪府四條畷市清滝1130-70 ８０名

近畿2府4県の養成校　10校（大学5校、専門学校5校）
うち、大阪府の養成校　5校（大学2校、専門学校3校）
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資料１８

近畿の臨床工学技士養成校における求人状況  （平成27年度）
（各校のホームページ等をもとに作成）
（求人倍率は入学定員に対しての倍率）

a大学 ｂ大学 c専門学校

求人件数 227件 305件 ー

求人数 485名 553名 919件

求人倍率 12.1倍 13.8倍 13.1倍



森ノ宮医療大学における既設学科の就職状況

（平成28年5月1日現在）

（その他既存の臨床検査学科および作業療法学科においては平成28年度開設のため、データはございません。）

卒業者数

(人)
就職

希望者数
就職者

数

就職率

(％) 求人社数
卒業者数

(人)
就職

希望者数
就職者

数

就職率

(％) 求人社数
卒業者数

(人)
就職

希望者数
就職者
数

就職率

(％) 求人社数

鍼灸学科 52 32 32 100 268 46 33 33 100 283 52 39 39 100 277

理学療法学科 54 53 53 100 700 73 64 64 100 683 59 46 46 100 714

看護学科 352 65 61 61 100 373 81 72 72 100 428

106 85 85 100 1320 184 158 158 100 1339 192 157 157 100 1419

106 85 85 100 1320 184 158 158 100 1339 192 157 157 100 1419　　合　　　　計

平成25年度 平成26年度 平成27年度

学部 学科

保健医療
学部

保健医療学部計
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資料20

森ノ宮医療大学保健医療学部臨床工学科（仮称）の

卒業生に対する病院・医療系企業等の採用意向に関する

アンケ ー ト調査報告

平成29年2月

一般財団法人 日本開発構想研究所





































































フリガナ

氏名
＜就任（予定）年月＞

― 学長
ｵｷﾞﾊﾗﾄｼｵ
荻原俊男

＜平成23年4月1日＞
医学博士

森ノ宮医療大学学長
（平成23年4月1日～平成31年3月31日）

現　職
（就任年月）

（注）　高等専門学校にあっては校長について記入すること。

別記様式第３号（その１）

（用紙　日本工業規格Ａ４縦型）

教 員 名 簿

学 長 の 氏 名 等

調書
番号

役職名 年齢
保有

学位等
月額基本給
（千円）




